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外 材と国内林業

常務理事下平仁

外材の輸入量は年倉増大しており，昭和39年において1528万m3(通関統計）に達し，全木材需要

の約払を占め，これに要する外貨は4億3千万ドルで石油，綿花についで第3位を占めている。この

ことは，木材の需要増大にもかかわらず国内の素材生産が停滞し，その不足分を補完的に輸入せざる

をえない結果であることは周知のことである。

しかしながら，巷間，外材の輸入増大によって国内林業および製材業への圧迫，すなわち，造林意

欲の減退，木材価格の停滞といういわゆる外材インパクト論が台頭している。昭和36年の木材価格安

定対策実施以来増伐および外材輸入によって木材需給の均衡がとれ，製品価格は横這いであり安定し

た形で今日に至っている。このことは，消費者物価としては好ましい現象であるが，他方木材価格の

上昇を阻忍，造林意欲を減退させており，その原因は「安い外材の輸入量の増加」にあるというので

ある。

果して，外材i愉入の増加にの承，その責を帰することが妥当であろうか。まず造林意欲の減退は，

林業労務の不足や資金の洞渇に加えて残有する資産保持的な林業経営と薪炭生産の減少による影響が

一
』

戸

主原因と承られ，外材輸入はムード的に作用している程度であろうと思われる。

木材価格は，需給の均衡と新建材の進出の影響によると承られるが，外材製品の市場性は漸次その

地盤を固めつつあり外材の影響は大きいといわねばならない。

外材についての対策は必要であろう。しかしながらその決め手を見出すことはむずかしい。それは

国内材の原木供給不足の現在，外材は木材産業にとって必要なものであり，また価格安定という消費

対策と，それに反する生産者対策との調和的対策でなければならないし，さらに国際問題であるがら

である。

外材の輸入をコントロールする方法はいくつかあるであろうが，いずれも貿易自由化という国際環

一

巳

勘

塊の中において考えねばならぬことであり，実現性も制約をうけるであろう。かりに世にいう数量制

限の措置がとられたとき｡，国内材の原木価格，製品価絡の上昇の度合と，万一過熱状態現出の場合の

緊急増伐等の冷却措置の有無等広汎な検討と慎重さが要求されるであろう。

しかし，外材問題の本質的な解決は，国内林業が国際競争力をもち，外材に対抗しうる優利性を確

立することであり，そのためには，林業，加エを含めてこの生産体制の整備と改善こそ急務であろ

う。森林造成過程における合理化と，林道開設，林業機械の導入などのより以上の積極化，さらに金

融，販売体制の確立などを含めて林業技術の総合的結集による打開策が強く要請されるのである。

（林野庁，林産課長補佐）

－－－－1－－-一
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航空機利用による病害虫防除事業

林野における薬剤の空中散布は洞爺丸台風により生じ

た風倒木の穿孔虫防除を契機としてますます発展の一途

を辿ってきた。とくに森林の持つ広がり，地形の錯綜し

た広大な山岳林などに発生した病害虫防除については，

技術上の問題，あるいはコストの点など幾多あるけれど

も，時期的に制約を受ける病害虫防除の緊急性から今ま

での人力に加わる空からの機動性に窟んだスピーディな

省力防除作業が要瀦されるのはけだし当然である。いず

れにせよ新しいかかる分野の開発が一日も早く実現して

経済的で効率の高い薬剤の空中散布事業の発展を祈って

やまない。

今回はとくに林業における航空機利用による病害虫防

除の特集号として林野庁の担当官，業務課の亘信夫氏，

造林保護課の有賀好文氏，林業試験場大久保良治氏，艇

林水産航空協会上田浩二氏，帯広営林局合田昌義氏，岩

手県庁稲垣光雄氏，宮崎県庁蓑毛輝夫氏などに執筆して

いただいた，ここに厚く深甚なる感謝の意を表する。

目次

I航空散布の歴史と現状

Ⅱ航空機利用の背景
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〆
《

1

汐

一

バキヤなどで使用しはじめた。大正14年頃から，欧米で

は航空機利用による薬剤散布が一部で実用化され森林害

虫，綿作害虫，群集性嬉虫類などの農業害虫にとどまら

ず，衛生昆虫としての鮫の駆除にも空中散布が行なわれ

るようになった。昭和5年には北米およびソ連ではじめ

て握虫防除に毒餌を，昭和7年には北米で石油溶剤およ

び乳剤を使用することによって液剤散布が可能となり昭

和11年頃からは噴霧装置も改良されて水和剤も使えるよ

うになった。昭和12年DDTの出現により有機溶媒に

可溶性であることから強い殺虫力を示し画期的な薬剤開

発と共に液剤散布装置の改善と相まって空中散布が急激

に発展した。昭和20年頃に至りアメリカ合衆国やイギ

リスでヘリコプタによる薬剤散布が真剣に研究され始め

た。

昭和29年の北米の飛行機の利用状況は，関係業者は

2,000人以上，専用機7,000磯以上"1,600万haの土地に

液剤1億8千万J，粉剤を3559000ton散布となってい

る。

第一次大戦で急速に発達した航空機が戦後平和産業と

して農林業用として大いに利用され，欧米では50年以上

航空散布の

歴史と'現状
I

一

’
ユ

0

有 賀好文

〔林野庁・造林保護課〕

”

航空機利用による病害虫防除の歴史は相当古い頃から

である。最も古い記録は大正7年にアメリカ合衆国ネバ

ダ州で牧草害防除に旧式複翼機上から砒素剤粉を袋から

空中にまき散らしたのが，もっとも古い記録らしい。森

林では大正10年オハイオ州でアカシヤに発生したキヤタ・

ルバスズメガの幼虫の防除に，はじめて本絡的な砒酸鉛

粉剤の空中散布を行なった。ソ連においては飛行機から

液剤散布による害虫防除を試承たが，噴霧装置の不備と

使用した液剤が適当でなかったため不成功に終った。こ

の頃からヨーロッパでもドイツ，イギリス，チェコスロ

･･－－－2－－－



の技術を取り入れたこともあろうが，わが国の特有の地

形，気象などから独自な立場でこの方面を開拓してきて

いる。

現在，最も広く利用されているのは水田であり，つい

で林野における野ネズミ駆除である。野ネズミについて

は昭和39年の実績は195,874haで40年後の実施計画は国

有林で19万ha民有林で計で65ha計|25万haである。

なお，林野庁においては｢股林水産航空事業促進要領」

の趣旨にそい，かつまた，病害虫防除ならびに除草剤の

使用などのために行なう股薬の空中散布事業の実施の安

全と適正化をはかる目的をもって「森林における農薬の

空中散布実施指導要領」および59年度空中散布の実施基

準を定め林野庁長官から各県および営林局に通達した。

この通達は40年度において，事業の統一的かつ効果的実

施を期するため廃止され若干の修正を加えて農林水産業

一本にまとめ事務次官通達として同年5月11日付で出さ

れた。

の歴史を持っているわけである。

わが国では昭和28年北海道農試が固定翼機によって散

布試験をやったのが最初で，その後旭川方面でプランコ

ケムシ’イモチ病の試験を行ない航空機利用による見通

しが立った。

林業関係では昭和25～26年頃までは空想に過ぎなかっ

たが,BHC･fDDTが日本でも生産されて森林害虫の

防除に試験が開始され，マツケムシ，マイマイガなど食

葉性害虫には著しい効力があり，その利用が期せずして

起きてきた。

とくに過ぐる昭和29年北海道地方を襲った洞爺丸台風

により発生した風倒木に対する穿孔虫類の防除では翌昭

和30年にはかってない大規模事業(60,075ha)が行なわ

れるに及んで，空中散布が急に時代の脚光を浴びるよう

になった。同年回転翼機（ヘリコプタ）による薬剤散布

を愛媛県に発生したマツケムシ667haの駆除に日本ヘリ

コプタのベル470型を使用して粉剤を散布した。これが

わが国におけるヘリコプタ利用の最初である。

その後，食葉性害虫の駆除については若干利用された

が，急速な進展はみられなかった。

昭和53年に神奈川県でイモチ病の防除に1,045haの水

田に薬剤散布したのが足がかりとなり，その利用がにわ

かにふえ昭和39年度には実に908,701haという驚異的な

数字に達した。したがってわが国の歴史は,0年の経験し

かないがその急速な進歩は，関係官庁，航空会社，研究

陣の涙ぐましい努力と開拓当時の幾多の尊い事故の犠牲

の上に築かれたことを忘れてはならない。

このような急速な発展をしたのは，もちろん欧米諸国

昭和ろ9年度の実施状況

一
一

航空機利用の

背景
I

’

信夫

〔林野庁・業務課〕

亘

、

森林のもつ広がり，そして複雑な地形は，そこで事業

をおこなうものにとって有形無形の障害を与えている。

その広がりや複雑な畑膠は，労力・経費・時間を多く費

やし，かつ全体的な把握をなし難い。

もし森林の上空から全体を展望し，また事業を実行す

ることができたら，地上作業でのいくつかの障害に妨げ

られることなく，全体の把握も容易で，事業の能率も向

上するにちがいない。林業関係者ならば一度はこうした

想いを抱いたことであろう。

林業に航空機を利用しようとした動機にもこうした関

係者の願望が強く作用していると思われる。

林業における航空機の利用を，その動機必要性によっ

て区分してみると次の三つに分類することができよう。

1．緊急性

時期的な制約をとくに強く受ける森林保護の面におい

ては，森林の広がり，複雑な地形による障害がいちじる

しい。大面積にわたる病虫獣害や山火事の発生は，とく

に時間的に緊急を要するものであるが，これに地上から

民磁,国有砿。ha

林野213,249野ネズミ48,896144,978

カラマツ先枯病5,665190

その他虫害8,7576,422

治山6200

除草剤165

ha.イモチ184,068
艇業695,452 ウンガ，ヨロバイ類

2032661
イネ684,167‘メイチュウ68,254

同時防除”6,729

、その他1,455

桑，茶403

1野菜5,589畑作5,992

暴樹‘,露8{鰯鰯：
計908,701蓄産455

へ

け
】
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の作業だけで対処するということは甑実上不可能とさえ

いえる。時間的，地理的に地上からは到達できぬ場所さ

えも作業対象地となる森林保謹の面においては，どうし

ても空からの機動性に富んだスピーディな作業が要求さ

れる。このような必要性が，農業よりも早く林業におい

て航空機を活用させた大きな要因であったと思われる。

2．全体の把握（諸計画）

地膠の錯綜した広域にわたる山岳林においては，地上

からの作業，展望だけでは能率もわるく，また全体とし

ての把握をなし得ない。近時の航空写真の活用，航空機

からの諸調査は，ほとんど林業の独壇場であるが，これ

は全く林業における特殊性からの必要によるものであろ

う。

ろ省力

土地を坐産華耀とする農林業の労働生産性は，その対

象作業の面積的な広がりからくる作業地内での歩行距離

と，作業地までの距離時間による影響をきわめて強”

ける。植生の量や地形の緩急によりもはるかに大きい。

この距離による影響をできるだけ少なくする，すなわち

時間的距離を短縮して労働生産性を高めるためには，当

然のことながら機動力が要求されてくる。機動力・スピ

ードを活用するには，航空機を利用するのがもっとも合

理的であろう。

従来，労働力に恵まれていたわが国林業ではこうした

面からの要求は低かったが，労働力のきわめて不足して

いる欧米諸国や近時のわが国農業において要求は高く，

これらにおける航空機の利用は，低とんど省力の必要性

にもとづくものである。

最近林業労働力の不足に伴なって，わが国林業でも，

省力面への航空機の利用が要望され，活用されるように

なってきた。そしてこれは，経常事業だけでなく従来地

上作業で十分可能であった森林保誠においても，労働力

不足のため病虫害の適期防除がむずかしくなったため航

空機による農薬散布を必要としてきている。

林業における航空機の利用も上記の三つの必要性にも

とづいているといえるが，このうちの緊急性を主とした

森林保謹を中心に今までの航空機の利用状況について記

すこととしたい。

航空機の

利用状況

’

－

Ⅲ

亘信夫

〔林野庁・業務課〕

1．国有林における利用の推移

一

国有林においては，昭和29年7月1日，東京都八王子

市郊外の国有林でハラアカマイマイ・ツガカレハの駆除
試験を10haヘリコプタで行なったのが最初でああ。

29年5月10日，北海道南部を襲った暴風雨によって支

笏湖周辺に風倒木が発生，これにキクイムシが発生する
のを防ぐために，札幌営林局では同年8月7日から9月

4日の間，延28日わたって,4,500haに対しBHC粉剤

および乳剤を米軍機の借用(固定翼･ダグラスDC-5;

C-46)および民間機（セスナ195)によって散布し成

功をおさめた。

同29年9月26日，北海道を襲った15号台風は，30万ha
余りの森林に大被害を与え，未曽有の風倒木が生じた。

翌30年に至ってこの多盤の風倒木にキクイムシが発生す

ることを防除することが，緊急な課題となった。幸い前

年札幌営林局の風倒木に対する股薬の空中散布が好成績
を収めていたので，15号台風による大量の風倒木に対し

ても，空中散布によってキクイムシの発生を防除するこ

ととなり，再び米軍の協力を得て，ダグラスDC-3,

C-119,ビーバーDHC(いずれも固定翼）およびベ

ル47D1,ベル47G(回転翼：ヘリコプタ）を使用，30

～51年にわたって農薬散布を行なったp50年は55,075ha

（うち固定翼24,402ha)51年は11,593ha(すべてベル47

G型ヘリコプタ）合計66,668haに対してBHC乳粉剤を

散布し目的を達することができたのである。

この風倒木処理の成功によって，航空機による農薬散

布事業ほ急速に開発され，以後にお耽る農林水産航空事

業発展の基礎固めがなされたわけで鞠り,その功績は大
きいといえる。

風倒木処理の終った52，35年は札幌営林局におけるプ

ランコケムシ防除程度で，艇林業とも，航空機の利用は

きわめて低調であった。ところが34年に至って，またま

た北海道において野ネズミが異常発生し，この駆除にへ

－4－
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リコプタを使用することとし，34年10月15日，札幌郊外は,10倍強の190,000haにまで達している。これは野ネ

定山溪国有林において毒餌の散布試験を行なったとこズミの発生増加以上に，防除対象林分であるカラマツ新

ろ，事業的に十分実施可能であることが確認された。植地が年を増加していることが主因であるが，新植面積

野ネズミ防除は広大な区域に対して秋季積雪前の短期が増せば増す程，労力に乏しい北海道では毒餌散布の功

間にムラなく稚餌を散布することが必要であるが，空中程を向上させねばならず，一方効果をあげあためには，

散布はこの点とくに効率的である。その後散布装置の改散布繍度も高めねばならない。こういった点からも野ネ

良もあって，識餌散布は以来林業における航空機利用のズミ防除の滋餌散布には，高能率，高糖度のヘリコプタ

主体をなしている。散布が現在のところ，絶対必要となっており，カラマツ

野ネズミ防除事業の推移は第1表のとおりであるが，植栽のための必鍵条件とさえなっている。

34年に約18,000haであったものが,40年の予定において国有林におけるヘリコプタ利用のほとんどは野ネズミ
第1表年庇別，用途別航空機使用実演（国有林：面積を単位とするもの）林野庁業務課鯛

"(ha)|
陰草剤他｜計’

面

病害｜虫
突施営林局要摘年度

《
』

害害 東

キクイムシ（風倒木)，マツカレハ，ツガカレ
5,286

ノ､，全､ラアカマイマイ

東京，札幌，熊本291－’5，286－

キクイムシ（風倒木)
3056，17456，174

マッカレハ，スジコガネ ’

旭川，北見，帯広
j

札幌．熊本

｜|‐’
■
・
Ｐ

旭川，北見，札幌11,5931キクイムシ（風倒木）11.593

240
I

l
l

321－’240 札幌ブランコケムシ

｜”"･‘’．，"|驚鰯＝………‐鱒｡"”34

北海通5局背森

秋田，東京，熊本

北海道5局，札幌

東京｜"”“"“36100
野鼠，オオスジコガネ，除草剤(24D,MCp

Cl-IPC)

全

－

プラ

マツ

野鼠，マィマィガ,I､ドマツアオアブラ，

ンコヶムシ，スギクマバエ，マツカレハ，

クイムシ，除草剤(NaCIO3)

“
■
■
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

北海道5局，旭川

州:広，札幌，熊本
892.588371－ 6,993

灘蕊溌
熊本｜",『|"”””38

’

野鼠，マイマイガ，トドマツアオアブラ，ツガ

カレグ､，ブランコケムシ，カラマツイトヒキハ
マキ，キクイムシ，マツカレ"、

僧

野風,先枯病,ｱプﾗﾑｼ,ｵｵｽジｺｶﾈ，耀箪鞭鶴
391906,422144,978365151,955マダラメイカ,マツクイムシ,除草剤(TCA),翁古屋，大阪，高

山腹緑化知，熊本

｜､…'”"鰯"駕繊f麓b鋤"順繍“聯駕40150015,345

（予＞

(注）1．使用薬剤および使用量：虫害は大体においてγBHC3%粉剤(ha当り30kg),7BHC5%'粉剤(20kg)野鼠識餌は燐化亜
鉛または硫酸タリウム剤でha当り0.5～0.8kg
先枯獺防除錐剤はシク戸へキシミド単剤またはTPTAとの混合剤でシクI翼へキジミドの濃度5.30,60ppm,ha当り300,
150,100Jとして実用化試験中，除草剤はいずれも粒剤でha当り150～200kg

－5－



第2表年度別，用途別航空機使用実績

(国有林：時間を単位とするもの）林野庁業務課調

効かない，滑走路など広い平坦地を要するなどの欠点の

ために農業や林業では使用されていない。

ヘリコプタも最近は積載力の大きいシコルスキーS55

fa204B(1.5ton積載）も利用されてきており，一方固

定翼の方もパイパー・ポニーのように4～50m'の滑走路

でよいものもある。（38年東京局でテス1､した結果は良

好にあった｡）

将来への期待

前述のように，現在までの国有林における航空機の利

用は，風倒木によるキクイムシ発生予防を契機として開

発され，以後野ネズミに対する毒餌散布事業を主体とし

て推移してきた。この毒餌散布以外の病虫害防除は規模

も小さいが，その適用の範囲，地域は広がりつつあり，

保護の面においても従来の緊急性からの要請だけでな

く，省力の必要から今までの人力防除にかわって，空中

散布防除が要求されつつある。

最近は，山火事に対する化学消防の試みも職極的に進

められつつあり，今後の開発に期待がよせられている。

保護事業以外においては育林事業だけに限ってゑて

も，今後は省力面からの要請が強くなって，除草剤散布

や賢材運搬などへの活用が多くなるものと考えられる。

とくに除草剤の空中散布は，除草剤の開発に伴なって

地ごしらえ，保育の大幅な省力が可能であり，期待され

ている。

その他林地施肥（成木施肥）も効果が確認できれば，

空中散布を数年後には実用化できるものと考えられる。

いずれにせよ，新技術の開発とともに，航空機の使用

は今後ますます増大することと思われるが，それに伴な

った新しい林業の作業体の仕組についての検討が必要で

ある。

年艇|(!鎮驍)|主たる作業内容｜実施営林局
”｜]O-ool緑化･山火啓蒙｜東京
521!0-001林況調査 ｜札幌
33160－，81被害調査,林況調査|帯広,札幌,東京

34158-001赫況調査 ｜滞広
55149-"|林況;林道設計講査|帯広,青森

56270－38
山火警防パトロー
ル，災害地調査林
況，林道等調査

旭川，北見，札
幌，帯広，函館
大阪

一
《

旭川，北見，札
幌，帯広，函館
前橋，秋田，長
野，大阪

371'副-401蟹鴬鶏誉書調

旭川，北見，帯
広，札幌，函館
秋田，長野，熊
本

鼎騨蔓害鱸響
資料運搬

38 109－20

|,0_,｡59 林道等諸事業計画鯉I職為驚
調査

秋田

■

｜〃40(予)｜“－00 〃

注．航空写真澗腫を除く。

駆除のための毒餌散布であり，大体全利用面積の95％前

後を占めている。

識餌散布以外のものは，アブラムシ類やブランコケム

シ・マイマイガ・コガネムシ・ハマキガ類・マツカレハ

など虫害防除のための農薬散布や，山火事警防，森林パ

トロール，カラマツ先枯病防除などと適用場面，実施地

区は広がりつつある。

森林保謹以外には，航空写真測量は別として，当初述

べたように林況調査，災害調査，諸事業の計画調査に活

用させており，時間数にして100時間内外が毎年利用さ

れている。

また省力を主目的とした除草剤散布も36年度から試験

されており,40年度には札幌，函館，前橋，長野営林局

等において，約500haを事業化のための試験として笹生

地を対象に’トリクロロ醗酸ソーダ(TCA)などの散

布を実施した。

なお使用する航空機の種類は，固定翼機と回転翼機

（ヘリコプタ）があるが，風倒木処理に活躍した固定翼

機も最近はほとんど使用されず，39，40年度はすべてヘ

リコプタであった。固定翼機はスピード，積載力，価格

などの点で優れているが，山地で利用するには小回りが

《
一

航空機の

利用状況
Ⅲ

’
「

有賀好文

〔林勤子・造林保謹課〕

2．民有林における利用の推移

民有林における空中散布事業は，昭和28年10月大阪府

下富田林市でマツケムシの駆除を実施した際，極東航空

－6－



、

を発生させる危険性から，かつてないおおがかりな地上

および空中散布事業が駐留軍の協力をえて実施された。

薬剤はBHC綴剤および孚蜘ならびに油剤が初めて用

いられた。穿孔虫に対するかかる大規模な空中散布事業

は世界の森林害虫防除史上画期的なもので，その当時は

機具の不備もあったにせよ米軍，国有林2民有林，研究

陣一体となって実施した歴史的な事実については今日の

台風等によって生ずる風倒木に対する穿孔虫防除の計画

樹立に貴重な資料を提供してくれた。

昭和31年には前記風倒木の処理のほか，大分県下のマ

ツケムシ防除が425ha実施された。

昭和34年6月には長野県下でカラマツの害虫防除が

400ha,同11月静岡県下に発生した野ネズミ2,870haが

実施された。この頃から空中散布による薬剤防除はもっ

ぱらヘリコプタによる事業となり林業試験場や農技研に

おうところが大きかった。特に野ネズミ防除については

燐化亜鉛剤0.5kg/haが登場し良い結果を得ている。昭

和35年4月には千葉県下に大発生したマツケムシの被害

地の一部2,551haを実施した。このほか静岡県でマツケ

ムシ220ha,野ネズミ駆除が北海道で101008ha,秋田

県で250ha,静岡県で4,680haそれぞれ実施された。

昭和36年にはマイマイガが北海道に発生し250haBH

C5%30kg/haで実施され，同年伊勢湾台風による風倒

被害木を出した奈良公園でマツクイ虫防除のためDDT

5影粉剤40kg/ha散布された。このほか野ネズミ駆除の

ため静岡県で2,059ha,北海道で11,655ha,神奈川県下

でマツケムシ60haがそれぞれ実施された。

昭和37年には熊本県下のスギタマバエ防除に400ha,

BHCろ影40kg/haが実施され，長野県下ではカラマツ

ノマダラメイガの防除が434haBHC3%25kg/ha,三

重県，広島県でスギハムシの防除が林業試験場の指導の

もとに実施された。いずれもBHC粉剤で三重では5%

23kg/ha,広島では1%26kg/1'aで実施されたが予期以

上の効果があった。

昭和58年には北海道でカラマツの先枯病防除に428ha

の3回散布が実施された。薬剤は抗生物質のシクロヘキ

シミイド5Ppm剤で402/haであった。そのほか石川県

下でマツバノタマバエが発生し100haにBHC25%40

kg/ha!散布，兵庫県でマツクイムシ防除のため50haに5

回散布DDT乳粉剤散布，宮崎県下で開発試験としてス

ギタマバエ95.4haが実施された。そのほかマツケムシ，

スギタマバエ，マイマイガ，カラマツ害虫，スギハムシ，

野ネズミなどの防除が数県において実施されている。

昭和59年には北海道でカラマツ先枯病防除が7月～9

月の期間に5回散布5,565ha,岩手県で7月～8月の期

KKのセスナ機が試験的に参加しろhaに対してBHC1

影粉剤,30kg/ha散布した。この当時は散布装置もなか

ったため袋から直接に落下した。同年11月には福岡県で

米軍に依頼し八女市において180haのマツ林に対してC

46輸送機によってBHC乳剤21影を6,000J散布した。

効果は殺虫率35～95％，平均80％以上との報告がある。

昭和29年6月に大牟田市のマツ林374haにマツケムシが

発生し米軍の協力のもとにBHC乳剤21%を12,900J散

布し95％の殺虫効果があった。

同年6月末愛媛県北宇矛噸;，東宇和郡などにマツケム

シが発生し日本ヘリコプタのベル47D型を使用してBH

C5％粉剤を667ha,22kg/ha散布して,85%の殺虫効

果があった。同年10月国有林と共同で甲府市で発生した

マツケムシ駆除230haを実施した。この防除に当って

は林試，農技研の担当者が一同に会してヘリコプタ（ベ

ル47D-1)による森林病害虫防除の可能性の問題につ

いて検討すべく綿密な設計のもとに装置，吐出量，積載

量，基地，気象，薬型，効果など多方面にわたる調査と

検討がなされ，爾後のヘリコプタ使用計画の基礎資斜が

得られた。なお，同年には宮崎県と営林局が共同で日向

灘に面したクロマツ海岸林262ha,大阪府下の貝塚市45

haのマツケムシ駆除を実施した。

30年3月には宮崎県の北諸県郡下にスギタマバエが

251haに発生し西日本空輸のヒラーVH型ヘリコプタを

使用してBHC21%粉剤60kg/haを散布した。この時初

めてマツケムシ以外の防除に使用されたが効果の点では

若干の疑問を残した。同年熊本県下の標高250～500mの

クロマツ，アカマツ地拶の150haにマツケムシが発生し

東亜航空KKセスナ一機によりBHC23%20kg/ha散布

したが大成功をおさめた。同年6～8月前年北海道を襲

った5号台風および15号台風により穿孔虫が大発生した

風倒立木被害は，その数約2,400万In3でその被害区域面

蹟ば40万haにおよび空前の大被害であった。風倒木につ

いては過去の例からして穿孔虫類（特に北海道ではヤツ

パキクイ）の大発生の温床源となり，残存立木にも被害

洞爺丸台風による空中散布実施実績○固定翼×回転翼
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年度｜実施面蔽｜機種｜民有林｜国有林

｜"籔‘
ha

"|"｡.･j.|"
米軍機

5060,075民間機

I民間機

叩
匹
だ

０
４
６

，
夕
９

５
９
０

１
一
○

○
○
×

０
０
８

０
０
６

５
５
１

１
Ｄ

Ｐ

１
３
一
○

○
×
×訂’14,76]｜’ ×11，595

－7－

、



間に4回散布100haが実施された。

この先枯病防除については，シクロヘキシミイドの5

ppm単剤またはその混合剤(TPTA200ppm)の300j

/haの5回散布を標準とし，一部に濃厚少鑓散布の開発

試験または事業化試験を行なった。300j/haという事業

散布は，通常経済的に実施困難で空中散布は論外と考え

るところであるが，大型ヘリコプタ(S-55型,402B

型）の液剤散布装置の開発に伴なう稼動により1日当り

ろ00"haで40～50ha(5～6時間）の処理も可能になっ

たので》おおむね，助成標準経費内で実施できそうであ

る。そのほか本年の新しい害虫防除としては奈良県下に

発生したスギドクガ200haBHC3%36kg/ha,三重県

下70haデイプテレツクス4%粉剤45kg/haを実施した。

野ネズミ駆除については北海道59,408ha,山口県4,047

広島県2,400ha島根県1,608ha,長野県870ha,山梨県

536ha事業散布を行なった。

マツケムシについては千葉県で2,620ha,鹿児島県で

1,096ha,そのほか5県で1,658ha実施された。カラマ

ツ害虫では山梨県で1,200ha,長野県で1,100haを行な

い’マツバノタマバエでは広島県で197haスギタマバエ

は宮崎県でろ10ha実施した。

マツクイムシについては兵庫県，奈良県和歌山県など

で若干の実施をゑている。

なお，農林水産航空協会の新利用分野開発試験として

宮崎県でマツクイムシ，岩手県で先枯病，滋賀県で除草

剤の3件，新技術実用化促進事業として山梨県カラマツ

害虫，長野県，宮崎県スギタマバエが行なわれた。

40年の民有林における空中散布実施計画は下表の通り
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なお，農林水産航空協会の新利用分野開発試験として千葉県でマツクイムシ，岩手県で先枯病の2侘新技術実用

化促進事業として長野県でカラマツの球果の害虫カラマツノタネバエの試験が行なわれた。
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一

である。

民有林における実施上の問題点

民有林における薬剤の空中防除は野ネズミ駆除が全体

の80％以上を占めているのが現状であり，またそのほと

んどが北海道である。

同地方は昭和59，40の両年にわたり冷害気象がつづく

などから平年に象られない高密度で，特に被害の激甚な

帯広管内の広尾地区では1ha当り,300頭に及ぶともい

われている。

したがって，民有林における防除計画も40年度におい

ては春駆除が18,700ha,秋駆除が225,000haとかつてな

い大がかりな防除対策がく主れている。技術上の問題点

はさておいてその実行は大半が補助事業で実施される関

係から北海道の如く零細腱家にその防除を強制すること

はなかなかの難事であり，その調整に当っては関係者の

頭揃の種である。

しかし，野ネズミ防除の緊急性から早急に防除体制を

組識化させることが必要であると共にさらに，国有林，

道有林，民有林の一本化した体制を整備し，無駄のない

経済的なヘリ散布事業が円滑に実施できるよう特に期待

したい。

事業内容と

今後の課題

’

Ⅳ

上田浩二

〔農林水産航空協会〕

農林業にヘリコプタを利用して10年を経過し，農林省
が政策として取り上げて以来4年，歴史は浅いが，昭和

40年度の実繊（一部見込）で，農作関係85～90万ha,林
野関係27万haと100万haをこす利用状況となった。

林野庁所管に係る利用については，いち早く穣極的な

方針で進められ，わが国農林航空の先駆となったほか，

広大な面識の多方面にわたる分野において急速に利用の
進展が忠られつつある。

一方，こうした農林業の内部における諸事情は，わが

国の腱林業の中に，農林業を中心として股林航空企業を
他の就空事業と独立して育てつつある。

協会においては，農林水産航空事業促進要綱の定める

ところにより，この事業を健全に発達させるよう大方の
ご指導，ご協力を得て努力しているつもりである。

1．協会の業務

この協会は，昭和37年，事業団という発想で出発して

いたものを，仕事の性格上，取りあえず民間における航

空会社，農林業団体の強力な協力体制を要するとの判断
から，これらの関係機関に要諦して，設立されたもので

ある。

したがって，その業務は，股林省の政策意図が強く入

っており，助成額も，本40年度150,000千円余になって

いる。

すなわち，航空機利用の作業調整，新分野の開発試験
の実施，パイロットの養成，事業の研修，ヘリコプタの

貸付である。説明を加えれば，

（1）作業の調整

航空機を効率的に利用するため，協会で全国的な運航
ダイヤを作成する。市町村における利用計画は，都道府
県を通じ，農林省に提出され，股林省は，農林大臣名を

もって協会に調整を指令するが,協会では,航空会社の
供給材数の提出を求めてこれらにより運航ダイヤの作成
を行なう。

この運航ダイヤの作成に関連し，作業料金について，

標準料金制度を設け，これ,を標準として航空会社と地元
の実施契約が結ばれる。もちろん，契約内容についても

モデル契約書を作成し，これに準拠すること腱なってい

る。

また，これらの計画作成に当っては，作業調整委員会

（学識経験者，需要者，航空会社から成る）が当るが，

委員会の作成した原案は，4月当初，ブロックごとに実
施の予備協議が行なわれ，4月中旬，全国会議でしめく

くられる。

全国会議後の運航ダイヤの実施管理は，事業の実施管

理要領により，天候，病害虫の発生状況による計画の変

更，事故機の補填等のコンI､ロールは，都道府県と連絡

の上，協会において行なわれる。

（2）接種，散布装置の認定，検査

農林水産航空事業に使用される機種，散布装置は，開

発試験の資料，機械の適応性等から，散布装置認定委員

会で合格とされたもの以外は事業に使用できないことに

なっている。この場合，新しい型式のものは，認定テス

トを行ない，また認定された型式のものを事業に使用す

る場合は，毎年度全国的に検査を行ない散布性能の向上

に努めている。

（3）新分野開発試験

航空機利用の試験は，多額の経費と，多くの労力を要

するし，また，現在，わが国の試験研究機関とこの種試
験の担当機関がないため協会において総合的な開発の運

一・一一9．－－－－



営をすることとなっている。協会では，各専門分野の方

とに開発委員を依嘱し，この委員会で処理しているが，

実施の方針は，毎年度，幾林省の艇林水産航空事業研究

会で稀識されたものが指示される。

この委員会においては，毎年度行なった試験の成果か

ら，実用性が認められたもの，または，散布性に改善を

要するものについて農林省の定める実施基準（案）を作

成し艇林省に提出している。

（4）研修

農林航空に従事する航空会社のパイロット，整備士，

営業職員，また幾業会社等の職員，ならびに都道府県農

林業関係団体職員に対し毎年度研修を行なっているが，

特にパイロット等については，散布技能が散布効果に著

しい影響を与えるので，作業の内容を理解してもらうの

と，技能についての認定を行ない，この研修終了者をも

って本事業の従事者としている。

（5）農林銃空パイロットの養成

艇林航空パイロットは，年為の艇林需要の拡大に伴っ

て，増機が行なわれるので，不足する現状から，毎年12

名を1年6カ月の期間で，素人の新人を募集，選考し，

防衛庁に委託して養成している。1人仕上げるのに500

～600万円を要するが，本人負担は，国立大学並象，1

年1人18,000円の授業料をもってたりことになってい

る。

なお，この養成を終えた者には，艇林航空の応用操作

について1人30時間の特別訓練を施す。

（6）機体の貸付，運航

病害虫の異常発生時，作業のピーク時，調整機体の事

故補旗等のため，協会保有機を貸付，計画された作業が

円滑に進められるよう処するとともに，協会が行なう開

発試験，研修等に運航する。

以上は，艇林水産航空事業促進要綱，同指導要領によ

り定められた協会業務の大要である。

これら業務の執行は，行政当局である股林省，運輸省

の援助，指導に負うところがきわめて大きいが，まだ協

会事務局の未整備や，非力により十分機能の発揮されて

いない点もある。

2．今後の課題

利用の範囲が全国46都道府県の農，林，蓄，水産業の

広範な分野となり，その内容は病害虫防除，種子揺ぎ，

施肥，除草等管理作業の技術が確立し，さらに一層拡大

しつつある。

また，これが実施を担当する農林団体も自らの事業と

して体制が装備されてき，舷空会社も，小型ヘリコプタ

部門では，本年で70%余の農林業依存率を占めるに至っ

て，農林業専業化の方向に大きく転換している現状にあ

る。

近代的に装備された農林航空事業が，脆弱な民間航空

会社の自然成長に俟った発展の速度ではもはや，これ以

上解決し得ない問題が醸成されつつあるのも当然であろ

う。

作業能率の高い機械，それは一面高価ということにも

つながる。1日150ha～200haをこなす能率，これが従

来にない高い能率であれば，1機24,000～25,000千円の

稜体価格も，農作業機としては最高であろう。年間の維

持，管理経営も，18,000千円程度は要するとすれば，農

林需要のために，民間航空会社の承の力で増機させるこ

とは，強い腱林作業の季節性から限界がある。

さればといって，国や公共機関の承の費金に頼ること

も，資金効率が悪くなる。

農林業の需要を完全に消化し，かつ民間における企業

的な形態で作業を諸負わせることにするならば，季節性

のある需要を平均化し，不足する機体は，国，公共機関

等の賢金の援助をもって自立しうる体制を一日も早く築

かなければならない。

（1）腱林団体の動きと調整

ここ2～5年，急速に活発化されたのは，これらの事

情を反映した都道府県および農林団体で柵成する艇薬空

中散布実施協議会の動きである。全国で20都道府県が，

すでに県内の全需要に対し協会が調整する航空会社も，

農林漁家も双方一括契約し，事業主体になってきた。近

い将来全国に及ぶものと考えられる。

1～2機を常駐し，あるいは自ら不足する機体を持と

うということも検討されている。もちろん巡航は委託す

る方法である。

各県ごとに持たせることがよいかどうかは別として自

ら解決していこうとする方向は，この事業が安定し，地

道に農林業のものとして育ってきたと解している。

一つの事業として零細な農家の需要を組織し，むだの

ない航空機の利用を図っていくには，現在この方法の具

体化が最も適していると思われる。そして自らの負担を

軽くするため6～8月の作業ピーク時以外の需要の開発

にも積極的に乗出している。林野関係も，都道府県内を

総合して有効に利用しうるこうした体制の雛倫に一層の

ご助力を願えれば幸いである。

m]村によって，航空会社の好承があり，これを希望す

るところもあるが，各町村ごとに違ってくるので，利用

が非効率になる。むしろ航空会社を一層教育し，供給条

件を整えていくことの方がこの事業の場合先決であると
思う。

－10－
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（2）機種，散布装置

特に散布装置については，なお検討，改善を要する点

が少なくない。しかし散布装置の改善には，飛行技術も

伴うし，改善するための基礎試験も必要になってくる。

わが国の股林航空は，適応試験に重点がおかれてきたた

め，基礎試験が少なく改善に対し応用のきかない点もあ

る。また，経費も莫大に要する。本年は，野鼠の散布装

置について認定ができなかったが，明年は，林野庁のご

指示もありこれを認定し機能の向上に努めたいと考えて

いる。

なお，航空機による網ヒエ事の散布装置の試作につ

き，業務課から話をうけているが，こうした大仕事は，

国の助力なしではなかなかにできない。

（3）研修

現在の研修について，造林保護課から指摘されたが，

林野の関係が少ないのでこれを充実する必要がある。森

林病害虫の生態，防除法，飛行方法に加え，空中散布の

実施基準等，特に航空会社職員に施す必要がある。

利用する体制の整備，年間にわたる利用技術の開発，

航空会社の供給する体制の整備など，腱林航空事業はこ

れから本格的に取組む段階とぷてよいのではないか，広

大な潜在需要をもつ林野関係の方とに一層のご指導，ご

高配を願う次第である。

体 験談

'鑑罰蕊罵る
I

’

V

合田昌義

〔帯広局・造林課〕

◆

1．実行と問題点

生産力増強計画によって北海道の新植面猿は近年著し

く増加しており，その成績もカラマツではすばらしい成

果をあげているところが多い。しかし一方では北海道の

環境は，野ネズミ害と宿命的な関係にあり，さらに近年

海岸や風価地に先枯病が多くあらわれており，造林上の

大きな隙路となっている。

造林事業の合理化として省力作業の撫進とあいまっ

て，近年とみに労働力が不足となり，これを補うために

登場し，野ネズミの防除に当ってその成果を高く評価さ

れているのが，ヘリコプタによる殺鼠剤の散布であり，

その成果なくしてカラマツ造林はなり立たないまでにな

－11
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ヘリコプタは昭和29年の風倒木の虫害木処理のパイオ

ニアとして登場して以来，野ネズミ防除用としての利用

の開発につとめてきたものとして，その役割りを十分に

果している今日まことに喜しき限りである。秋期は秋植

地の地栫，植付，翌春のための準備地推とまことに多忙

で多くの労力を要しており，さらに多くの造林地に対す

る野ネズミ防除作業に要する労力は著しく不足をきたし

てきたが，ヘリコプタの利用により解決された。とくに

今年のように野ネズミの大発生した年における役割りは

非常に大きい。

ヘリコフ°夕は機動性に富み，短期間に広い面積を実行

することができ，1日約5時間の飛行で約1,000ha位が

実行できるばかりでなく，その成果もよく，かなりの生

息数をしめす地区でも1回の散布で3～5匹未満に減少

させることができる。人力では見られぬ速さと正確な散

布状況を示すが，パイロットの技術に依存するので散布

状況も個人差があるが，それを考慮に入れても十分な駆

除目的を達成している。

散布状況は

イヲ陶了コースを中心としてゆるい双峯型であり，その

散布有効幅は30～40mである｡

ロ散布予定地内の落下粒数は正規分布に近似してい，

る。

ハ訓諭高度30～60mでは散布状況に差がない。

二周辺部の散布状況はダンパら--の開閉操作による影響

よりも，飛行速度によるものの方が大きいようであ

る。

ヘリコプタによる殺鼠剤散布の成果については多くの報

告があるので，ここではその数字は省略し，この成果を

よりよく高めるため2，5のことについて述ぺて承たい。

ヘリコプタは飛行に際し，気象に支配されやす:く，簡

単な散布装侭と長い時間の孤独な飛行の間，高度の技術

と判断を要求されながらの緊張の連続の飛行であり，さ

らにはその毒餌の質と量がその効果を決定するのであ

る。すなわちヘリコプタの性能と散布装蔽，パイロット

の技術と精神（体力も含めて)，よい瀧餌の組承あわせ

であり，このうち一つに支障があっても期待する効果は

望めない。

1．ヘリコプタ

散布上の基礎となっているのは一定の速さで，一定の

高さから’一定の愛を散布することにより，一定の地域

に均等に落下するようになっている。しかし実行経過の

中で次のようなことがしばしばおこる。

イ気象上の理由から散布の途中から帰投することが



、

ある。

ロ飛行速度と高度は風や地形淀よりまちまちであ

り，また地形により散布幅がちがってくる。

ハ飛行速力は風で大きく異なる。向い風と追い風で

は大きく異なる。

二散布接線を正確に機上からきめて飛行するのは困

難である。

ホ放出通は最初と最後では差がある。

へ生息密度に差があるのに，均一散布方式でよい

か。

などで，机上討算ではhaあたり07～1.Okgを時速70

kmで飛行すると,30mの散き幅としてSS3.5mである

から’これを飛行するのに'7.1“秒かかることになる。

これに吐出準備，造林地間の空輸時間などを考慮する

が，実際の造林地には大小があり，蓑た変形が多く，こ

れに加えて造林地端からの折返し，機首の変更などがあ

り’さらには気象上の影響があるので，これを定めた時

速と放出量を維持しながら一回の飛行に殺鼠剤を140kg

増戦し，約175～200haの造林地に散布するのである。

どこから散きはじめ，どこで終るか，飛行しながらの

消化面椴の判断，さらには入り乱れた造林地周辺の処

理，風速，風向に対しての処置を考慮しながら飛行する

のであるから，散布前によくパイロットと打合せしてお

くことが大切である。したがって散布時点の事象を利用

してどうしたならうまく，その現地に適用させることが

できるかを打合せしておくことが必要で，野ネズミの多

い沢,凹地などにむしろこの点を利用するとよい。すな

わち

イ散布地域の野ネズミの多い所をあらかじめ打合せ

しておき，放出堂の差を利用して野ネズミの多いところ

から散布しはじめ，少ないところで終るようにする。

口風と飛行速度の関係から，野ネズミの多い地帯は

風に逆行の形で飛行する。

ハ飛行時間の検討，放出量の検討はもちろんである

が，散布地図に簡単にわかるように面積案分を色分けし

てパイロットに渡しておいて，散布面積の調整を容易に

し’少なくとも散きのこしのないようにする。

2．パィロッI、

散布にたずさわる者は薬剤散布に経験のあるものと規

定しており，優秀な技術をもっている練達者が多い。さ

きに述べたように機械の能力を十分に発揮させるのはパ

イロットに任せられており，孤独な長時間の作業である

ばかりでなく，広範囲のところを一任する形となるの

で，卒直にいえ担当者のいい分をよく聞いてくれる誠実

な人間性が要求される。実施に当ってはよく協議してお

き理解を深める。またパイロットの休養とくに睡眠をよ

くとらせるとともに栄養を考慮する。

昭和39年度は当局では54,661haの駆除を2機のヘリ

コプタと4人のパイロットにゆだねたのであるがかれら

の影響は大きいので十分考慮すべきである。

2．今後の見通し

ヘリコプタは省力ばかりでなく，その使用料も殺鼠剤

散布の場合は企業的にあうと判断される。さきに道内で

ヘリコプタ論争なるものがあったが，散布効果，企業経

営的な見地から解決の方向になり，いつしかその論議も

消えそうであるが，散布そのものが野ネズミの除防体系

の中で，どこに位置ずけするかである。ヘリコプタによ

る駆除も殺鼠剤の散布による個体減少であって，絶体的

なものではなく，防除体系の中の一手段にすぎない。

予察調査，生態解明とこれに併せた防除技術など，今

後多くの点を研究しなければ野ネズミとの斗いは終らな

い。伐採，草原化など野ネズミ増加の好条件が北海道に

は多く存在する。しかしさし当っては野ネズミの生息数

を知り，これに対して殺鼠剤を散きその地域内の個体を

減少させ，一時的に維持してゆく操作が当分続くであろ

う。

造林地はますます増加しているので，現段階ではヘリ

コプタに対する期待は大きい。昭和34年は道内国有林で

25,870ha実施されたのが，36年75,480ha,38年96,266

haとなり，昭和40年には約190,000haとなりさらに民有

林で約60,000haが予定されていると聞く。その利用度

は造林地の増加と共にのびるであろうが，期待が大きい

だけによく検討して実施することが望ましい。

へ
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〔岩手県・林業課〕

句

はじめに

ヘリコプターによる，カラマツ先枯病の防除事業は昭

和39年度の25ha(4回散布，延面積100ha)に引きつづ

き，昭称叫0年度においても県行造林地,195ha(4回散

布，延面積780ha)に対し7月,8月に県営防除を実施

した。岩手県の民有林においてこのような太面機の空中

散布を実施したのは，はじめてのことでもあり，未知の

－12－



指導の下に両年度とも無事故で，かつ，良好な成級を収

めて事業が完了したことは喜ばしいことである。本年度

の事業効果については現在調査中であり，まだ詳細な発

表の段階に至っていないのでここでは主として事業実行

上の概略について紹介し，今後の参考に供したい。

1．岩手県におけるカラマツ先枯病の現状と防除

本県におけるカラマツ先枯病の被害は特に昭和32年頃

より目立ちはじめ，その後急激に増加し，昭和37年度の

調査では，県下のカラマツ造林地48,128haのうち被害面

積は実に11,375ha(被害率22.5%)にも達した。これ

らの被害地は県下全般に分布しているが，位置的には特

に奥羽山系の高原の風衝，濃霧発生地帯に多く発生して

いる。

これに対する防除は，昭和37年度から伐倒焼却を主体

として開始したが，その後，薬剤による防除方法が開発

されたことに伴ない，39年度よりシクロヘキシイミドを

主剤とした薬剤散布を開始した。しかし，これは液剤散

布のため’苗畑等の平坦地で小面讃には集約的に実施で

きるが，急峻な起伏に富んだ本県の造林地では，人力散

布はおのずから，限界があるので，ヘリコプタによる薬

剤散布を採用した次第である。

面が多かったが，農林省林業試験場，同東北支場等のご

表1昭和40年度カラマ先枯病防除空中散布
実施状況一蜷表

｜総考容
一

項圏｜内
実施場所岩手県岩手郡岩手町大字久保字遠

畑，県行造林,下大作事業区内
実

施 実施団体

契約代表
実施経歴年
数

岩手県

盛岡農林事務所長

昭和ろ9年，40年
|(騨者

襲謬航空会朝周ﾍﾘｺプﾀ株式会社
今使用機種ベル47G-2型およびKH4
云

社穣数1機

(盛岡常
駐機）

＃

実施方法

対象，作業

実施，面稜

実施期日

一

実
施
内
容

講胃
日によ
る。

サキガレンT,
薬薬剤名

剤
ヘクタール
剤150j
当散布盆

ｱｸﾁジｵﾝ水和|多蔚！

馳鑑盤'27,897円

（図2）

各地点における落下粒数(IIブロック）
7月6日天候晴風速3～4風向S～SE～SW
平均粒数

(n/cm2)44.1
平均粒大0.588mm

落下鐙指数25.93

（図1）
各地点における落下粒数（Ⅷブロック）
7月7日天候曇後購風速3～5m風向S

a平均粒数40．7

(n/cm2)
b平均粒大0.639mIn

c落下鐙指数26.00

０
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2．散布地の概況

散布場所は盛岡より北西40kmの地点にある県行造林

地(364haのうち195ha)である。昭和51年～劉年の植

栽で樹高は1.5m～5.0m・平均樹高2.5mである。地形

は緩斜地で，風はつよく，以前は放牧地が大半を占めて

いた。先枯病の被害程度は中～激害である。

3．事業の実施

（1）実施方法

空輸費および散布費についてば，昭和40年度股林水産

航空事業作業料金制度を準用し，特に大空輸識について

は，農林航空協会が負担し，盛岡より現地までの往復空

輸費については，規定により70km当り50,000円の割合

で県が負担した。

（2）飛行ダイヤの編成

ヘリコプタの飛行ダイヤ編成は，本県では県艇業改良

課と岩手県農業共済連合会が中心になって行なったが，

カラマツ先枯病防除の薬剤散布時期はちょうど水田の農

薬散布とかち合うため，散布月日の調整には苦労した。

その結果，第1回7月5日～7日。第2回7月20日～

22日。第ろ回8月4日～6日。第4回8月20日～22日

と決定したが，実際には降雨のため表1のとおりとなっ

た。

（3）ヘリポー1､の設置

山林の場合，ヘリポートの適地が容易に得られないの

であらかじめ航空会社より職員を派遣してもらい，ヘリ

ポートの位蔽を決定し整備した。この際使用薬剤は液

剤のため水利の便な場所が必須条件となる。今回の場

合，幸いにほぼ事業地の中心部に人夫小屋と湧水地を求

め得たので，作業準備から，薬剤調整，積込，連絡，休

息等にきわめて便であった。

（4）器具資材の準備

(a)散布のため準備した器具，費材は，薬剤と秤のぼ

か，送水ポンプ1台（消防用の腕用ポンプが効果的)，

(b)200j入れドラム缶5本（薬剤調合用),(c)積込用

石油缶'(d)散布区境および薬剤別区境標識用旗および

ポリテープ,(e)吹流し（ポリテープの方が微風でも作

動して効果的だった｡),(f)調合用ゴム手袋,(9)マス

ク,(h)安全lim,(i)双眼鏡,(j)挑帯無線機2組，

(k)写真機,(1)非常用ワゴン,(m)気象観測機,(n)

薬液落下調査板,(o)同杭,(p)印画紙（オリエンタ

ン，シーガルF5)および露防除用ポリエチレン小袋，

等で,(m),(n),(o),(p)は薬剤散布効果を把握す

るために準備したものである。また，非常用ワゴンは，

人里離れた山中に寝泊まりしている作業員の健康万一

の負傷，連絡，乗員輸送等のため必須の配慮事項で,あ

る。

（5）散布諸元

（ｲ）散布飛行高度5～10m前後

（可飛行速度48km/h

ぐウ飛行散布間隔20mを基準

同吐出量’吐出量の調整およびノズルの検査は1時

間ごと（燃料補給時）とした。

伽気象条件

薬剤の散布効果は，気温，温度等に左右されることも

あるが，主として風速，風向が影響する。特に風速が5．

m/secをこえる時は，散布を中止した。もちろん，降雨

または上昇気流発生時にも中止した。散布区域が山地で

起伏に富む地帯であり，ヘリポートと散布地と気象条件

が非常に異なるため，暗曇天でも，しばしば散布を中止

せざるを得ず，上昇気流の障害等のため作業はおおむね

午前5時から10～12時時で打切らざるを得ぬことが多か

った。

（6）薬剤散布

散布総面績195haに対しパイロットが容易に薬剤散布

ができるよう，峰’沢，道路等顕著な目標により10ha~

30ha程度を基準として10ブロックに区分し，各境界に

は，ポリテープを吹流し状に配置した。また，散布開始

前に現場監督員が同乗して，各ブロックと図面とを照合

して，散布薬剤区分（2種類)，散布量等を指示した。

薬剤の祇込は迅速を要するため，10個の石油缶を用意

し’これには所定の量の目盛線を入れておき注入に便し

た。1回の散布時間は，平均，5分程度である。散布の

開始は前述のとおり朝5時よりおおむね12時頃までとし

たが，落下状況は早朝の方が良好であった。

4散布状況の調査

今回の空中散布は，本県民有林史上，画期的な防除作

業であるが，この散布効果の確認については次によっ

た。

（1）落下量の調査

ヘリコプタの飛行方向に垂直線状に2m間隔に50カ所

の杭を立てそれにベニヤの小板を水平（地上1m位）に

打ちつけ，この上に散布直前に印画紙（オリエンタル，

シーガルF5)を配睡し，薬剤の落下状況を調査した。

その成縦は別図’～2のとおりである。

凹地，沢等は，峰，凸部に比較して落下状況は悪い。

（2）均一散布の確認

散布の際にば，各ブロックにトランシーバ携行の散布

状況脆視員を配置し，予定地域への薬剤の落下の状況，

散布の均一性（量の多少。無散布または璽複散布の有

無)，散布の高度等を監視させ，逐一ヘリポー,､所在の
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指揮者を経由してパイロットに連絡し，散布の均一とヘ

リコプタの安全飛行（片舷の散布装置が閉塞等により不

良となると，極端な場合ヘリが平衡を失うこともあり得

る｡）に留意した。

（3）散布効果の調査

散布の効果の調査については，本県の場合，幸い隣接

地域内に，カラマツ先枯病防除の新分野利用開発試験地

を設定しているため，これと並行して散布区および無散

布区についても各散布後10日以内に，薬害および病害の
発生状況を調査した。

5．考察

事業の効果調査については，現在とりまとめ中である

のでここでは事業実行上気付いた点を213述べること

にする。

（1）薬剤の効果

空中散布による薬剤の効果については，現在調査中で

あるが，肉眼による観察では，無散布地区と比較して，

発病がきわめて少なく効果のあったことが判然としてい

る。

（2）薬害

薬害の調査は散布後10日以内に4回調査したが,ほと

んど薬害を認めていない。ただ,風等のため散布ブロッ

クの境界線で重復散布となった箇所は，帯状に多少の薬

害が認められたが，10月上旬現在ではほとんど回復し，

成長に影響がないと思われる。特にヘリポー1､付近のカ

ラマツは，ヘリコプタの発着の都度，猛烈な風力で，ド

ラム缶の薬剤が多量にかかり，散布当時は真赤になった

が，これも10月上旬現在では回復の傾向にあるように考

えられる。

（3）気象との関係

ヘリコプタによる空中散布は天候に左右されることが

非常に多く作業計画に支障を来すことが多い。このため

大面積の散布にば，短時日により効果的な散布をする意

味からもKH4型の大型ヘリコプタを多数機保有し適時

に穴埋めできるような体制整備が必要である。また，今

年は例年に比し農薬散布機の事故が多発したと聞くが’

これは本年の悪天候が災いし’ダイヤの無理，散布の強

行，が直接原因と思われる。そしてその背景として保有

機数の不足が根本原因と考えられよう。なお，散布は微

気象との関係から早朝より実施した方が落下状況が良好

であった。ただ，これは朝露がある場合には濃度が稀釈

されることが考えられる。

（4）薬剤散布と伐倒散布との併用

空中散布地内において激害木で将来とも成林の見込薙

のないものについては，伐倒焼却して病源の除去を実施

すべきであると思われる。

（5）散布量

カラマツ先枯病の防除は，地上散布，空中散布とも現

在稀薄液の大量散布が事業として採用されているが，空

中散布は大面積の造林地を対象とする場合であっても地

形の複雑さ，微気象の急激な変化，相当の水量，飛行回

数の多さ散布経費等から事業散布におのずと限界があ

る。目下事業と並行して行なっている新分野利用開発試

験の2カ年間の実績からも（本年度分は目下とりまとめ

中であるが肉眼観察を基礎とすれば）今後，さらに本病

の防除の効率化をはかるためには，濃厚液の少量散布

（薬害はきわめて微をたるものと思われる）の方向で，

散布回数を減らすことの検討もあわせ行ない，その事業

化の推進を希望する次第である。

体 験談

a墓,繍患の
Ⅵ

－
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蓑毛輝夫

〔宮崎県・造林課〕

1．試験場所

南那珂爵倒上郷町

北諸県郡三股町

2．試験地の概要

北郷地区．．…スギ幼齢造林地で中腹以下に中齢林を

含む。

三股地区･･････スギの幼齢造林地で地表植物は主にカ

ヤ。

3．使用薬剤

BHC粉剤1%2%5%

4．散布量

両地区とも各をha;当り1%80kg,5%30kg,5%

20kgの各5試験区とし散布方法による効果の比較

のため背負式動力散粉機による地表散布区として3

%50kg,5%20kgの2試験区を両地区に設定した。

5．試験面積

ヘリコプタ散布区は，各区約15ha地上散布区は各

区約2ha

6，散布期日

58年4月26日

7．調査方法
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（1）調査時期58年10月22日～29日

（2）調査項目試験区別の駆除効果の判定

（3）調査内容被害の減少率を算出するため各試験

区から調査木を選んで，この調査木から枝を

採取してこの枝について減少率を出す。

8．試験結果

（1）散布行程

10．駆除効果

（1）北郷地区

散
布試験調査完全害被不完全被害
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（2）落下戯

薬剤の飛散落下の状況を調査する目的で林内に判

定紙(10cm×10cm黒色）を各区の中央の約100m

の間に5列で10m間隔に地上設置した。

80kg区ではほぼ全面に散布が行なわれたが50影

20kg区ではかなりのむらが見られた。

9．駆除効果の判定法

資料採取の調査木の抽出本数は各区とも100本とし三

股地区の溺合は地形の関係（調査不可能）から各区

100本のものを10本づつ群状に各10カ所から選び，北

郷地区は各試験区のほぼ中央部を50m幅の帯状調査で

10カ所各|10本計100本を各区から選んだ。

各調査木から被害率算出のための枝の採取は樹冠の

中間部の枝でさらにその枝の中間部の枝を選んだ。

採取資料については，各枝ごとに前年被害とそれに対

応する散布年の被害を計算しその減少率を算出した。

スギタマバエの被害には完全に芽の伸びを止める被

害（完全被害）と，寄生の少ない場合には寄生した針

葉はあっても芽はそのまま不整または正常に近い状態

で伸びる被害（不完全被害）とがある。

この結果両地区を比較すると地上区を除けばヘリコプ

タ区では濃度散布量別で正反対の結果がでている。童

た全般に三股区の成績が若干よい。

両区の自然の増減率を考えると全般に薬剤散布による

へ5彩
り20kg

地3％
上5Okg

〃6049189884

9区
90本6458419887
平均

14

11

判52fgl" 55 55 36 97 86 11

爵|” 15100
10区

照区100本
平均

68 58 9416

駆除効果はこの試験の場合20～30%と推定される。

11．考察

（1）スギタマパエはその生活史を承ると春～秋に虫

えい内で生育した幼虫は11月頃地上に落下し，浅い

土壊内で越冬し，スギの越冬芽が動き出す頃に地中

で踊化したものが踊態のまま地表面に這い出し羽化

し芽に産卵する。今まで駆除に薬剤を使用する場合

は，羽化前に被害林内の地表に散布して羽化途中で

死減さぜる方法をとっており適期を選べば1％70～

80kgで100影近い駆除効果をあげることができ3%

では40～50kg位でよかった。（薬効の有効期間は30

~50日）

（2）成虫の発生時期とスギの芽の伸び始める時期と

は大体一致しており南九州ではスギの芽の伸び始め

る時期は平地と1,000mの個所では約40～45日位差

－
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があり成虫の発生期も同じ差がある。したがって標

高により駆除の適期もずれる。

（3）この試験の実施時はスギの芽の伸びからいって

かなり適期よりおくれており，すでに産卵されてい

たものが多く駆除効果も全般に低くかつたものと考

えてよい。

(4)両地区の結果が相反した要因は明らかでないが

山林の場合それぞれ局地的な林相等の条件が異なっ

ているため，この差が出たものと考えられる。

(5)地上散布と空中散布との駆除方法の差は地上散

布が地表で羽化発生をおさえることを主な目的とす

るに対し。空中散布は主に樹全体およびその周辺に

薬剤を付着させてその残効性により，産卵を防止す

ると考える方がよい。

(6)散布功程と駆除効果からみて適期を選んで50影

50～40kg散布が最も適当と考えられる。

喜悪嘉蕊臺薑のⅥ
’

大久保良治

〔林業試験場〕

農薬をへ．ツコプタで散布するということはこの数年の

間にすばらしい発展をとげた。しかし，事業上いくつか

‘の問題点が残されている。需要を満足する機数と操縦士

の養成の問題，企業とLてなりたつための季節性と嫁動

時間の問題，あるいは料金の問題等はその一例である。

これらの問題点も関係方面の努力により次第に解決しつ

つあるが，このような企業上のことは別としてヘリコプ

タを使用するにあたり，特に林業関係ではまだ大きな問

題点があると思われる。

水田散布と森林散布

航空機としてヘリコプタを用いることはわが国の特殊

姻膠より当然であると考えられるが，粉剤を用いること

は航空散布が水田を利用の対照として開発されてきたこ

とによることが大きい原因であると思われる。ヘリコプ

タを用いれば水田では多くの場合特に低空散布が可能で

ある。すなわち水田の防除では地上4～5mの低空で散

布を行ない，主ローターの強い押し下げ気流を利用し，

粉剤をイネに均一に無駄なく吹きつけることができる。

このようにしても，イネが繁茂すると上部の葉身には薬

剤が均一に付着するが，葉鞘部や株元の散布が不可能と

なってくる。その.ためこ化期のニカメイチュウ，夏秋の

ウンカ類の防除は困難となってくる。

粉剤を利用すれば薬剤の調整がいらず，取扱いが簡単

であり，水利の便を考える必要がない。ローターの風を

利用すれば特に航空用粉剤を用いることなく，現在の製

品を用いただけで均一散布が可能であり，地上散布と同

等の効果を挙げることができる。また散布地域の識別が

容易に確認でき,まきむらが少なくなる等の利点がある。

林業では艇業の如き低空散布は当然不可能なことであ

る。農林水産航空事業実施指導要領でも実施基準とし､ご

一般病害虫防除では粉剤を使用するとき作物上ないし地

上4～8mの高さ18mでの散布幅に飛行するのに対し，

林業では樹上5～15mの高度で20m間隔で飛行するよう

に定められている。いいかえると，水田を中心として発

達したヘリコプタ散布では30～40マイルの速度で風速3

m以下の場合，高さ8mで散布すれば現在の装置および

薬剤では主ローターの押し下げ気流が期待できる高度の

限界にあるといえる。水田では8m高度散布がやむを得

ない限界であるものに対し，森林では一様に5～8Inの

高度で散布することができるような所は最も条件のよい

森林である。しかも，地上1.5mの高さの風速を基準と

すれば森林上はより強い風が吹いていると見なすことが

できる。これらのことから現在の挫業を基準としたヘリ

コプタ散布とは別に森林散布を考えて見る必要があるの

ではないかと思う。

森林散布のあり方

現在挫林水産航空協会を中心として新分野開発試験が

行なてわれいる。このねらいは散布基準作成の資料を得

ると共に普及適応化の資料とするためである。この試験

に水田，畑作以外の山林も含めた艇林水産全般にわたっ

ていろいろと行なわれている。この中に散布技術ならび

に散布装極の改善の試験がある。目的は高度散布をする

ためである。水田とはいえ超低空散布飛行はとかく事故

の原因となるものであり，この試験は農作物を対称とば

しているが，ヘリコプタ散布が広く，安全に行なわれる

ためには当然の試験である。いままではヘリコプタ特有

の下降気流にあ室り頼りすぎている傾向がうかがえる。

林業ではとくにこの点に留意して散布法が定められるべ

きである。たとえば液剤が､っと用いられてもよいはず

である。液剤は粉剤より気象条件に左右されることが少

なく，薬剤の飛散の割合は小さい。したがって高度散布

も可能である。周囲への公害も少なくてすむ。農作物に

比べて一般に薬害の懸念もあまりない。ただ，水利の便

のある基地を選ばねばならないことや，誘導のほとんど
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もない。高度散布で朧散布粒子が小さすぎると流されや

すいし，蒸発してしまう。林業では薬害の心配は少な

い。今すぐ機種を大型にきりかえることは，利用度と比

べあわせてできないことであるが，その需要と相まって

将来ほ実用化する機会も多くなるであろう。

それとは逆に，今マラチオン剤の原液小錘散布が真剣

に考えられている。近くその試験が行なわれるものと思

う。この方法によれば散布料がたいそう安くなる。現在

林業に取り入れるというのではないが，この種の散布法

も考慮に入れておく必要はある。農業に鮨いて航空散布

は地上散布と代る便法であると考えてもよいが，林業で

は最良の方法である。野鼠を除けば現在その利用度はき

わめて少ない。アメリカでは誘引剤の散布が成功をおさ

めている』ﾐうであり，わが国でもマツカレハの幼虫に対

するマミシアウイルスなどの天敵微生物の散布が研究さ

れている。これらを用いれば今まで利用できなかった所

でも散布が可能になり，実用度は増大するはずである。

森林ではいかなる方法で散布すべきかよく判断して実

行することが必要である。

不可能な森林にとって散布の確認ができないことは難点

である。粉剤を用いるにしても山林では必ずしも現在の

ままの粉剤を用いることが最良とはいえない。今までは

粉剤にあわせて散布を行なってきた面が多分に考えら熱

るからである。このためにはたとえ今より一部マイナス

の結果がでてきても，よりプラスの効果を挙げうるため

に，もっと薬剤の面からも，装置の面からも改良する余

地があると思う。

今後の空中散布

空中散布用として本年は大型のヘリコプタが認定され

た。これはカラマツの先枯病を対照とした林業用として

である。空中散布は濃厚少堂散布が原則である。今のと

ころ，先枯病に必ずしも大麓散布の要はなさそうであ

る。しかし，大量散布の方が効果が挙がる場合もあろう

し，広大な面積の散布が必要になることもあろう。この

ためには現在のヘリコプタではいかにも小型であり，さ

らに大型ヘリコプタの方が有利の場合もある。特に林業

では大型機によるローターの下降気流を利用することは

特策であり，農業と異なりこのために作物に傷つくこと

‐
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第1図調査点(No.6)の地表状態と生育
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はじめに

「林業技術」1965年No.282の予報につづいて，本報は

その中間報告である。予報でもふれたように，この足尾

地区における第1回の施行は，将来，このエ法発展のた

めの基礎資料をできるだけ集収する，ということが一つ

の目的であったが，事業実行の合間に，組織的な調査を

重ねてゆくことは容易ではない。本報においても，この

工法について，技術要素の定鐙定性化を得るにはほど遠

い感がある。本報も，主として観察による結果であるこ

とを，お断りしたい。

1．植生の生育状態

5月下旬の播種の後，約4週間，2カ月，4カ月の経

過時点で，あらかじめ調査点を定めておいた64カ所の生

や
Ｉ
Ｆ
，
辨
岻
舞
稚
吋
口
’
○
蝿
珂
磁
刈
滑
掴
順
＃
３
９
埋
凶
。
ご
延
賑
芯
蝿

第1図の39月26日調査
第2図

１
１
！

漁S”H産L↓

卿4”の

私土外之占一

■
・
Ｆ
ｂ
Ｉ

臘引率
第2図の27月26日調査

第2図のNo.29は，予報でA区とした場所で，岩石地

の中の小さな溜りである。また,No.50は予報でB区と

した場所で，写真にみられるようなローム堆積地の前生

植生区であった。ここに示した生育は，植生区でない付

近の侵蝕凹地のものも含めてある。

第2図の1

育調査を行なったが，その証録写真の1部は第1～3図

に示すとおりである。

第1～ろ図には調査点No.6,No.29,No.50をあげ

たが,No.6は予報でD区としたところであり，地奏伏

態は第1のろ図にみられるような磯の堆積地である。
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第1表現地の降水量
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1）夏季の枯損

はげ山とか崩壊地においては，夏季の炎天下の高温

は，発芽したばかりの稚苗に苛酷なものに違いない。降

雨による水分の補給がない場合は，なおさらのことであ

ろう。本年の夏季における降雨遜は，第1表に示すよう

にきわめて小量であり，そのために発芽および生育は障

害をうけたようである。植生盤施行地においても，寡雨

のために発芽がおくれて，9月末にいたっても生育は思

わしくない状態である。山腹工としては最も理想的な条

件を備えた植生盤においてすら，夏季の寡雨は不利な条

件となった。

炎天下の裸地におけるアスファルト被覆された礫の表

面温度は，測定していないので，わからないが，礫に触

れていたイタドリやアカマツの稚苗は意外なほど大鎚の

枯損を招いたようである。

第2表は，アカマツの枯損状況を示したもので，裸地

と前生イタドリなどの日蔭地とに分けて調査した。第2

表の細部分析は次の機会に試みるとして，裸地状の地表

では，乾燥と高温のために約80％が姑損した。

全般的な観察からいえることは，ウイピング・ラブ・

グラスやケンタッキー・ろ1．フェスクを混播したところ

では，禾本科牧草による被蔭が，アカマツ，イタドリ，

ヨモギなどの生育を補助したようである。

このような現象から，夏季の稚苗を保護する方策とし

て次のことが考えられる。

|溌驚…
2）地表状態と生育状況

導入した同種の植物種について観察した結果，とくに

生育状況が優良であり，また，全体的に網上の密度の高

いのは，ロームおよび岩石の風化物の堆積したB区であ

る。この区はケンタッキー｡31．フェスク，ウイピング・

ラブ・グラス，ススキ，ヨモギを主とし若干のアカマツ

およびヤシャブシを混合播種した区であるが，それらの

生育がよいことは，各種の有利な条件が総合されたこと

第5表ha当の撫種量(kg)

もあろう。しかし，何としても地表状態が良いことに，

最も大きな原因があると思料される。特にこの区は凹地

形面を呈しており，また表土層の構成からも明らかに地

表水分が比較的豊かであったと思われる。そしてこの傾

向は崖錐状の堆積地であるD区においても観察される。

いうまでもなく水分は発芽と生長に大きな関連をもって

いるが，足尾地帯のはげ山では，わずかな水分存在の差

異が植物の生育に顕著に現われているといってよい。

以上のように，土壌水分の保持に有効な地表面の被覆

一たとえそれが礫とか玉石であってもそれらを取除く

ようなことば望ましくないし，さらに被覆の適切な方法

があれば，部分的にヘリコプタによる散布ができる方法

を研究することも必要である。

3）草本の種類と生長状況

言うまでもなく，上長生長の点では，ケンタッキー・

ろ1フエスク，ウイピンク．・ラブ・グラス，ススキ等がす

ぐれており，イタドリ，ヤシャブシ，アカマツ，ヨモギ

等は地表面の被覆速度は緩慢である。

足尾のような不良な環境条件によく耐えて，窮極の緑

化の目的を達するためには，適応性の高いものでなけれ

ばならないし，今回の施工に当ってもそれらのことを十

分に考慮に入れて，草本，木本の種類を選定したつもり

である。

そしてそれらがはたして適当であったか否かば，かな

りの時間をかけて，すなわち2～5年あるいはそれ以上

の期間に亘って生育の経過を見なければ，結論を出すこ

とは適当でないであろう。しかしながら，まず何よりも

地表の流亡を防止する意味では，早期に緑化を期し得る

種類の導入が必要でありこの意味では，アカマツ，ヤシ

ャブシ，イタドリ等よりも，ケンタッキーフエスク，ウ

イピング・ラブ・グラス等の比較的生長の早い禾本科牧

草種をとり入れることが必要であるように思われる。

4）播種量と生育状況

1'a当りの播種量は第5表の通りである。

A,C,E区は岩石の露出した区,B区はローム層お

よび風化物の堆積区,D区は崖錐状の礫および土砂の堆

積区である。
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夕

もとより各種子の単位重量当りの粒数に大きな開きが

あることはもちろんであり，地表状態に適合した鐇種量

を見いだすことはかなりむずかしい問題であるが，大雑

巴に割切れば,A,B区に散播した混合歩合で,1ha当

り500kg～600kg位が適量と認められる。すなわちそれ

以上多量に播種した区では過密の発芽を象たが，すでに

自然陶汰や干害などによって一定量に近い植生本数ある

いは過少本数になってきた。これらはさらに今後の生育

過程においても，同様の経過を経るであろうことが想像

される。そしてha当りの比較的播種鎧の少ない地区の

生育本数に比し，ほとんど差のないことが特徴的であ

る。したがって播種量が極度に少ない場合については不

理であるが，今回の程度の播種量の差では播種量と生長

状況の関連が一応ないものとゑてよかろう。

5）施肥量と生育状況

各区のha当り施肥量はA,C区等岩石地ではスーパー

フミンha当り330～500kg,B,D区等の堆積区ではチカラ

細柱1,000kgを使用し，蓑た発芽後2回に分けてマルリ

ン葉面散布剤2％液をha!当り900kg施用したが，現在各

施肥の効果がどの程度の差異があるかは判然としない。

また施肥量として適量は果していくらかについても判断

を下す資料が甘い。スーパーフミンを用いたことは有機

質肥料に代わるべき効果を果す目的であったが，作業上

からはこのような粉剤の使用はわずかな風にも飛散しや

すく，自由に目的の地区に散布できないことと，速効的

な肥料として植生の発芽後の初期生育を助長する目的か

らは粒状肥料の方が，より効果的ではないかと思料され

る｡これらについては今後さらに細い調査を実施したい。

2．被膜剤について

アスファルト乳剤を使用したことは，他の被膜剤に比

ぺて安価であったことと，散布作業に便利であったから

であり，類似の他の被膜剤はその点現在の使用方法から

は難点があった。

アスファルト化した被膜の状態は，時を経るにしたが

って，所期の効果と若干異なった現象を知見した。使用

したアスファルl､乳剤は，アニオン系のPE-1であっ

たが，かならずしもPE-1が最良であったかどうかは

不明である。この点は，さらに研究の余地があるように

思われる。たとえば，ローム堆積地のドーム状地形で

は，アスファルト化した地表面で植物は生育を物理的に

阻害されてることもあった。アスファル1．による生育阻

害は地表状態の特別な場所に限られるわけであるが，散

布量を立地条件によってかえるか，全くちがったこのエ

法独特のアスファルト乳剤を用いるかを考えなければな

らないであろう。第4図は，アスファルトの物理的な陣

害で生育を阻害されたススキの一例である。この現象憾

ひとりススキの象ではなく，ウイピンク．・ラブ，グラス

やケンタッキー・51．フエスクあるいはイタドリにもゑ

られた。アスファルト被膜の加熱も当然問題であろう。

また，アスファルト化した礫の面は，日射を受ける面

は硬化し，日かげ面は9月末にいたっても粘りがあり，

礫の崩落を防止するのに役立っていた。もし粘りがなく

て硬化していたら，あるいは崩落は進んだかもしれな

い。アスファル1,化したときの硬度も，道路等のそれと

は異なった現象を生ずることは，山地の銅上という期待

効果と合せ考えて象なければなるまい。

さらに被膜剤の開発問題として，当局では，いわば肥

第4図アスファルトに生育を阻害されたススキ

（9月26日現在）

料アスファルト乳剤の開発を試象たが，これはカチオン

系乳剤に，安定度の高い硝酸態窒素を混入したもので，

次の機会は使用する予定である。

まとめ

現地では，まだ生育途上にあるので，本報で結論的な

ことはいえないが，目立った現象としては次のようなこ

とがあった。

1）夏季の鎌雨のため，裸地状下の発芽植物は，日焼

けや礫の副射熱のために，発芽本数の80～90影が紬損し

た。

2）枯損の原因には，昆虫による食害もあるようであ

るが，未詳。

5）被膜剤のアスファルト乳剤は，山地の地表状態に

適合した品賀のものを開発する必要がある。

－22－
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○処徴

イ台風により収穫直前に落果したものはヌレムシロを

おおって後熟させる。

ロ幹枝の折傷したものは傷口の愈合をはやめ，胴枯病

菌の浸入を防ぐため，傷口をきれいにけずりなおして

葵譲蕊 蕊溌

山
ク
地における

リ園の管理について

－その4－

中原照雄

〔兵庫県・林試〕

風折

コウモリガおよび

カミキリムシ簿の

被害{噺より折れ

やすい。

一

災害防除

クリは四季を通じて，春は晩霜害，夏は乾害，秋は台

風害，冬は雪害，凍害等と災害に承まわれ，その都度大

きな被害をうけるので，なるべく，当初から適地をよく

吟味し，また日頃から災害にそなえて諸管理を行ないた

い。それでも，もし被害を生じた場合は，直ちに適当な

処徹を行なって,樹勢の回復に努めることが大切である。

1．風害

夏から秋にかけて発生する台風は果実や葉をふきとば

したり，幹枝を折傷させたり，風倒して根を切断させた

り等して，収量を少なくし，樹勢を弱め，樹命を短くす

‘る。

○予防法

イ台風被害の多い地方は，なるべく被害の少ない北面

をえらぶと共に台風方向に防風林の役目をはたすよう

な林分をえらんで，その風下に開園する。一般に，防

風林は，風下に対し樹高の15～20倍，風上に対し5倍

ほどの効果があるといわれている。

ロ果実の落果については，台風に見舞われる回数の少

ない極早生種，早生種を選ぶ。なお，中生種を植付け

る場合も，落果しやすい伊吹や銀寄等をさけ，イガ付

きの固い筑波，有磨，い～5等を選ぶようにする。

ハ幹，枝の折傷については，さけやすいL～5のよう

な品種をさけ，またさけやすい車枝，分岐角度のせま

い枝等を残さぬよう整枝剪定する。さらに，穿孔虫，

鳥類等の食害部より折傷することが多いので，これら

の虫，烏害の防除に努める。

二風倒については，樹冠空間の多い幼若樹の被害がめ

だつので，根が広く深く入るよう土壌管理を行なうほ

か，台風前にしっかりした支柱を行なう。

ツギロウかコールタールを塗布しておく。

ハ風倒したものは，樹をおこして支柱をし根元をよく

ふ筆つけておく。

2．雪害

冬季雪害をうけた樹は幹枝がおれて，樹勢が弱わま

り，その傷口より胴枯病菌の浸入をうけて樹命をちぢめ

やすい。また幹枝がおれると樹冠に空間を生じるので，

収量も少なくなってくる。

○予防法

イ残雪の長い北面をさけ，融雪の早い南面に開園す

る。

ロ沈降力による種雪害を防ぐ・ため，樹勢はやや弱まる

が，枝下高を積雪量に応じて高くする。

ハ荷重力による降雪害を防ぐため，主枝数の少ない樹

冠にすると共に，さけやすい車枝とか分岐角度の極端

にせ室い枝（股に死んだ組織ができやすい）広い枝を

残さぬよう整枝剪定する。

二落葉して降雪するまでの間，おおまかな予備剪定を

行ない，樹冠を小さくしておく。

ホ降雪前，幼樹は主幹に主枝をまとめて結束し，若樹

は主幹，主枝にしっかりした支柱をしておく。

へ穿孔虫とか鳥類の食害部より折傷することが多いの

で，これらの防除に努ぬる。

○処置

台風後の処置（ロ）を参照願いたい。

3．東害

休眠期，クリの耐寒性ばかなり強いが，春先芽が活動

し始めてからは，わずかの低温でも凍害をうけやすいの

一
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で，暖冬多雨のような年は特に注意したい。凍傷をうけ

たものは当初わかりにくいが，発芽前，生育のよい幼若

樹の東南面の地際をよく注意してぶると，被害部の樹皮

が光沢のない黒味をおび，その上部がやや隆起してい

る。さらに被害部をナイフでけずって承ると，材部は黒

褐色になって乾燥している。（当初は水気の多いネズミ

色を呈している)。発芽も健全樹に比べややおくれがち

で，開葉しても黄色味が強く，地際からの萠芽も盛んに

なる。凍傷をうけると，直接枯損するほか樹勢を悪くし

て胴枯病,キクイムシ等を誘発して枯損するものが多い。

○予防法

イ凍害の諸こりやすい場所に開園しない。

i)冬季-15C･以下にさがる地方ではクリの経済栽

培を行なわない。

ii)気温の日変化がひどく反射熱の多い東,南’西面

およびクロボク地，日当りのよい凹地等をさけ’早

朝と畳の気温変化や反射熱の少ない北面および樹蔭

地に開園する。

iii)冬季，水分の多い低湿地をさける。

ロ耐寒性品種を選んで新植する。

耐寒性の強いといわれる支那栗にはクリタマバチの問

題があり，利平のようなF1栗は徒長して凍害をうけや

すい。日本栗では発芽の早い伊吹，錦秋，銀寄等が凍

害にかかりやすく，森早生，丹沢，ち～7，筑波’有

磨等は而鐸性が強いともいわれている。

ハ凍害にかかりやすい低接苗(10cm以下で接木した

もの）をさけて，かかりにくい高接苗(30cm以上の

所で接木したもの）を植える。

二幼若樹を徒長させ樹を欺弱に育てないように

i)速効性の窒素肥料を多量に施こさない。

ii)また礼肥はさけるか，あるいは早目に行なう。

通）強剪定による徒長枝の発生をふせぐ。

ホ幼若樹の幹に，ワラ，コモ等をまきつけたり厚さ4

Clnl高さ70cm程度）ホワイトウオッシュを塗布する

等して，反射熱をさけ，凍結の急激な融解を防ぐ。

へ休眠期，土壌水分を低くして耐寒性を強くするた

め，樹冠下部の所寿に穴をほり，根を切断する。

○処置

イ枯損樹は直ちに伐採焼却する。

ロ被害の軽いものは’胴枯病やキクイムシ等の誘発を

さけるため，被害部をナイフでけずりとり，後ツギロ

ウかコールタール等を傷口に塗布しておく。

4．晩霜害

クリの展葉する4月から5月にかけておそってくる晩

霜は，新梢を枯死させ，雌花の着生を悪くしたり’樹

8

ホワイトウオッ

シュの塗布

夏は皮焼防止のほ

かコウモリガおよ

びカミキリムシ等

の産卵防止に効果

があり，また冬季

は凍害防止の効果

がある。

の生育をおくらせたりする。

○予防法

イ晩霜害の多い地方では，寒気流のていたいする谷間

や山麓をさけ，中腹に開園する。ただし，中腹でも傾

斜途中のクポ地，平坦地等はさける。

ロ発芽のはやい伊吹，銀寄等をさけ，発芽のおそい有

磨,L～5,田辺，利平等の品種を選ぶ。

ハ下枝ほど晩絹害がひどいので，枝ド高をやや高くす

る。

二晩霜害のおこりそうな日の早朝，園内でタキピした

り，重油をたいたり等して園内を暖かくする方法も考

えられるが，粗収入の少ないクリでは経営的に無理か

と思う。

5．乾害

クリの耐干性はかなり強いが，旺盛な生育をするの

で，多量の水分を必要とする。したがって土壌水分が不

足すると，果実の発育や樹の生育が悪くなり，ひいては

胴枯病やキクイムシ等を誘発し，樹命をちぢめる結果と

なる。

○予防法

イ乾性の褐色森林土壌や保水力のない砂土，岩石地等

をさけ，土層深く，有機質に富承，保水力があってし

かも排水のよい肥沃地を選んで新植する。

口養水分の競合をさけるため，樹冠下部の除草に努め

る。

ハ土壌水分の蒸散や雑草の繁茂をふせぐため，樹冠下

部に敷草を行なう。

6，皮焼

強い日射をうけた樹皮は，黒くなってややくぼみ，胴

枯病やキクイムシ等の誘発をまねくほか，モモノメイ

ガ，クスサン等の越冬場所となりやすい。
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○予防法

イ日射盤の多い西，南面をさけ，少ない北面に開園す

る。

ロ地熱の反射を少なくするため，清耕をさけ，草生ま

たは敷草栽培を行なう。

ハ梅雨あけ，幼若樹の幹の下部に，ホワイトウオッシ

ュを塗布して熱の吸収を防ぐ。

｜

｜

’

ルイスナガキクイムシ，ヨシブエナガキク

イムシ，シナノナガキクイムシ，ヤチダモ

ノナガキクイムシ，トゲナガキクイムシ

ナガキクイム
シ科

以上のほかに樹皮穿入害虫として，カワモク・リが知ら

れている。

2．樹液を吸収するもの

グンバイムシ ヒメグンバイ，クヌギノヒメグソバイムシ

科グソバイムシ科の一麺
虫害防除

昭和39年度実用技術開発試験クリ耐病虫性試験を，関

西支場小林技官のご指導の下に，岡山，鳥取，広島，山

口，富山，兵庫各林試（指）協力してクリの病虫害を調

査したが，その調査を中心に現在まで知られているクリ

の害虫名をあげて承ると，大体次の通りである。

1．幹，枝を害するもの

ｱﾜﾌｷﾑｼ|ｱﾜﾌｷﾑｼ科の一種科

ｵｵ雪=パイ|ｵｫ．=パイ,ｼﾏグﾛ…=パイ科

ｵｵパﾊゴ屋|ｱｫパﾊ…ﾓ科
．■■■■■＝

クリノオオアブラムシ，クリブチアブラム

シ，クヌギトケアプラムシ，オオケブカア

アブラムシ科ブラムシ’クリマダラアブラムシ，ケプカ
アプラムシ，クリヒゲマダラアブラムシ，

クリヒゲナガアブラムシ，クロオオアプラ

ムシ，トケプチアブラムシ

直麺目|学'雫ﾘｽ科|…ｷﾓドｷ
コウモリガ科|コウモリガ，キマダラコウモリガ

半翅目
メイガ科｜フタモンマダラメイガ，メイガ科の-種

鰐X熱ｲ|ｵｫﾜﾗジヵｨヵﾗﾑｼ鱗翅目ﾛ

ﾌｻｶｲｶﾗ|ｶｼﾆｾ参マヵィヵラムシムシ科
スカシバガ科|カシスカシバ

ポクトウガ科|コガレポクトウ
タマカイガラオオタマカイガラムシ，ナワタマカイガラ
ムシ科ム●

雪ﾅｶｲｶﾗ|ｸﾜ=ﾅヵｨヵﾗﾑ〃ムシ科

タマムシ科 クリタマムシ

ミ
カ
カ

ー
シ
オ

リ
ポ
ア

キ
ッ
ネ

ミ
ヨ
ム

カ
，
ク

ラ
リ
カ

ダ
キ
，

シロスジカミキリ，ゴマ

ヤマカミキリ，トラカミ

ミキリ，コトラカミキリ

ミキリ

カミキリムシ

科
カタ･カイガラルピロウカイガラムシ，クリカタカイガラ
ムシ科ムシ．タヵチホヵィガラムシ

マルカイガラクロカイガラムシ
ムシ科

サンノーゼヵィヵラムシ，ハダヵカイカラ
ヮ

ムシ，クワカィガラムシ

オオゾウムシ，カシアシナガゾウムシ，

ワアナアキゾウムシ

シ

ゾウムシ科

カクピキクイムシソノキキクイムシ，ア
ハ
サ
シ
ク
シ
イ
ヤ
シ
ニ
シ
カ
ハ
イ
キ
キ

ダニ目

全
ハダニ科｜トドマツハダニイリヨウキクイムクセスキクイムfシ，七

クワノキクイムシ， サクキクイムシ，
？lクリイポダニ

リンゴノキクイムスノオオーキクイムシ，

ツヤナシキクイムシ． シイノホソキク 5．ゴールを形成するもの

ムシ，1，ドマツオオキクイムシ， タキノ

食毛員｜，｜′認ギｷジﾗﾐ,′”カジラミ鞘翅目
キクイムシ，ニレザイ ノキクイムシ，ア

ノホソキクイムシ

凸

鱗鎚目|…バカ科|(ｶｼﾉｺｽヵ型
ウキクイムシ，サクラ

ズリ〃､ノキクイムシ， フクイロキクイム
キクイムシ科

タマムシ科’（クリタマムシ）シイノキクイムシカヌスキクイムシ、

鞘翅目ドヤマキクイムシ，フ アイルキクイムシ
ゾウムシ科’（カシアシナガゾウムシ）

シオーノミサキキクソノスジキクイムシ，

'“目|ｸﾏパﾁ科''''零パチムシ，ミカンノキクイ ムシ，サカクレノ

イムシ，ダイコンクイムシ，ミカドキク ’

1

(クリイポダニ）ダニ目 ◎

ヤチダモノク戸キクイムシ，クイムシ，

リンゴマルキクイ

ムシ
●申｡●

uJnna．

ダイミョウキクイムシ，

ムシ．ガンショウキクイ

|xy'ab｡正usLaStusN
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4．葉を害するもの 鞘翅目|ゾウムシ科
チピアオゾウムシォオオヒケナガゾウム

シ，ケブカクチプトゾウ．アラムネクチプ

トゾウ．コカシワクチプトゾウ，ツチイロ

ヒケポソゾウ，リンゴノミパウムシ，カシ

ルリオトシプミ，アシナガオトシプミ，ゴ

マダラオトシブミ，オI､シブミ，セアカオ

トシプミ，ムッモンォトシプミ，オトシブ

ミの一喀誠

|べ,参科｜ミャマフキペ,’直翅目
一

半麹目

浄
寺
認

ポ
ハ
の

ト
ン
科

ア
モ
ガ

ー
ク
キ

キ
カ
マ

マ
０
ハ

ハ
キ
、

キ
マ
キ

ト
ハ
マ

シ
ア
ン
ハ

ム
，
モ
ソ

メ
キ
ク
モ

カ
マ
カ
ク

サ
ハ
コ
カ

ク
ノ
ー
レ

オ
ヤ
キ
ダ

ア
チ
マ
ミ

科
科
シ
ガ
ム
キ

メ
一
、

力
〈

"ヵ科｜:堂憩蝋ﾅｶﾄピﾌﾄﾙ『力’ クワガタムシ
ミヤマクワガタ

科

オ
ガ
ヒ
コ
ネ
コ
ウ
シ
グ
オ

，
．
，
ジ
ガ
メ
戸
ム
ム
ロ

ネ
ラ
ネ
ス
コ
マ
タ
ネ
ナ
シ

ガ
ク
ガ
オ
ロ
リ
ガ
ガ
ハ

コ
サ
ウ
オ
イ
ル
ル
コ
オ
チ

戸
ド
ー
ヤ
－
マ
ー
ア
パ

ク
ネ
オ
ネ
チ
ネ
，
ネ
コ
リ

ー
ガ
ア
ガ
－
ガ
ネ
ガ
，
キ

ネ
童
‐
コ
ネ
ミ
ガ
コ
リ
、

ガ
キ
イ
ラ
ガ
マ
コ
メ
グ
菰
鋸

コ
フ
プ
ク
コ
ダ
ド
ヒ
ム
ー
オ

ジ
コ
イ
サ
キ
チ
ウ
ノ
ナ
の
，
チ

ス
，
プ
メ
フ
ウ
ロ
ン
ハ
リ
チ
パ

ー
ネ
ネ
ヒ
コ
ー
ピ
ハ
メ
グ
バ
リ

シ
ガ
ガ
，
オ
ネ
メ
，
ヒ
ム
リ
キ

ム
コ
ウ
ネ
オ
ガ
ヒ
ネ
ー
ナ
キ
ハ

群
罪
飛
却
認
拒
諮
識
誠
一
罪
》

．
・
オ
ネ
メ
ガ
マ
ガ
ド
の
り
ネ
ピ

科
科
シ
チ
ム
バ
ネ
リ
ガ
キ

コ

ト目翅膜

守ドガ科マダラマドガ．アカジマドガ

イラカ科イラガ’アカイラガ，ムラサキイラガ，ク
”シクアオイラガ

カレハカ科ヤマダカレハ，クヌギカレハ，リンゴカレ
ハ，カレハガ科の一種

一

蔦ノヵ卿際>蕊灘ﾁｬﾐﾉヵ､=．′
クスサン，ヤママユガ，オオミズアオ，エ

ャママユガ科
ゾョッメ‘ウスタピガ，ヒメヤママユ

シヤクガ科シヤクガ科の－菰

ギンシヤチホコ，モンシ戸シヤチホコ，ホ

シヤチホコガソバシヤチホコ，ツマキシヤチホ．，オオ科
トビモンシヤチホコ

鱗翅目

q

5．果実を害するもの
－.一一一一一一一一一一一一一一一一

ﾋﾒﾊ壽寺力|クリ･ヵ,′ﾘﾉｫｫｼﾝﾙ1科

一力科|ﾃﾔﾉﾊﾏｷｽズ〃科|'ﾁパｽズ〆 鞘翅目

メイガ科｜モモノゴマダラノメイガ，アワノメイガ
ドクガ，ナミドクガ,マイマイガ，リンゴ

ドクガ，モンシロドクガ，カシワマイマイ

アカヒケドクガ

アカパキリガ，シマガラスヨトウ，ヤマト

スジオリンガ

ドクガ科 ヤガ科 ネスジキノカワガ

クリシギゾウムシ，ウスイ戸シギゾウムシ
ゾウムシ科

コナラシキゾウムシ
鞘翅目

一

ヤガ科

以上のほか，まだ知られていない害虫も，種禽あろう

かと思うが，今回は紙面の都合等もあるので，主な害虫

を選んで，その防除法を説明したい。

|ヒトリガ科 ク戸スジコブカ，クワゴーマダラヒトリ，ク
ロバネヒトリ

ム雫ﾝﾑグﾘ|'翼学…グ'ヵ,〃ﾙ､毛”カガ科

一

オオサビコメッキ，オオクシコメッキ，コ

ガクシコメッキ，シモフリコメツキ，ザピ

キコリ，ヒラタクシコメッキ

わかりやすい林業研究解説シリーズNo.10

林業技術者のための

森林病害予防の常識佐藤邦彦著
定価150円

コメツキムシ

科

サ
ル
ム

リ
サ
ハ

ル
ピ
ル

ラ
ト
サ

や
、

ノ
ー
シ

ー
シ
ポ

シ
ム
ロ

ム
ハ
ク

ハ
ル
９

キ
サ
ゲ

ノ
シ
ト

ロ
ポ
ロ

ド
ッ
ピ

ー
ム
タ

シ
，
カ

ム
シ
，

ハ
ム
シ

Ⅱ
ゲ
ハ
ム

ウ
ル
ハ
シ

ハムシ科

わかりやすい林業研究解説シリーズNo.11近刊

森林の取扱いかたによる材質
加納孟著

定価150円

カシワクチブトゾウムシ，リンゴヒケナガ

ゾウムシ，リンゴコフキゾウムシ，コプヒ

ケポソゾウムシ，コフキゾウムシの一種，

サピヒョウタンゾウムシ，フアストハマキ

チヨツキリ、コナライクピチヨツキリ，チ

ヤイロチョツキリ，チヨツキリゾウムシ，
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力のある攻め方である。薬剤散布は，その都度かなりの

経謎と労力を必要とする上に，病菌や害虫以外の生1跡目

にも影灘を与えるので，なるべくならば使わないですま

せたいものである。天敵は，うまく当たれば1回の放飼

で多大の成功をおさめることもあり得るが，多くの場

合，人工飼育（培饗）あるいは他地域での捕穫と放飼と

をくりかえさねばならず，これも年''fかなりの経饗を必

要とする。これに反し，抵抗性品種は，ひとたびその育

成に成功すれば，その後はダダで病虫害に立ち向ってく

れる。

では，抵抗性育種の可能性はどうか。もちろん原理的

には可能である。いろいろの病虫害について，その寄主

となる樹種の中に，個体により，産地により，またいわ

ゆる品種によって，その害にかかりやすいものかかり難

いものがあることが数多く知られており，それらは遺伝

的な差であると考えられている。遺伝的な抵抗性という

ものがありさえすれば，それをそなえた品種を作り上げ

ることも，さほど困難ではない。

林木育種

オヤオヤ集

〔第四回〕

岬や雛
田良吉
試九州支場〕

戸
琳

垂

(5)病虫害と抵抗性育種

育種目標を考える場合に，直接収量の増加をはかるこ

とも大切であるが，諸害に対する抵抗性もきわめて大切

である。農作物では，これまで，イネのイモチ耐病性，

ムギのサピ病その他，北方イネの耐冷性，さらには，肥

料が多すぎてもたおれ難くよく育つ耐肥性など，育種の

主要目標であったし，単実それによって生産性はぐんぐ

ん引上げられた。

林業でも，育種が論議の対象になったはじめから，抵

抗性の問題は重要視され，人によっては，増収に対する

育種の効果を疑っても，抵抗性品種の育成には希望をつ

なぐ例もある。また，病虫害その他の諸害が現実に激し

くなり，その対策が論議されるときには，抵抗性品種の

育成が必ずとなえられ，しかも相当の期待を持たれるの

が普通である。現に，各国とも病虫害抵抗性育種にかな

りの力をいれており，1964年にはそのための世界会議が

アメリカで開かれ，わが国からは林試の千葉修技官が出

席した。私自身も，約17～8年前に，ある人に,｢抵抗性

育種の問題ととりくんで象ないか」と本気ですすめたこ

とがあり，現在でもなお，無関心でいるわけではない。

にもかかわらず，私は，造林・保護のかたがたに，病

虫害の，あるいはその他諸害の対策として，育種に期待

をかけるのはまちがいだ，と申し上げ，薬剤あるいは生

物学的防除の研究を推進されるよう，本心からおすすめ

する。つまり，育種屋としては，期待をかけられても，

ごく特殊な場合を除き，その期待にこたえ得るという自

信が持てないのである。

問題はなさそうである。だのに，なぜ私がしりご承す

るか。それは，林木の生産期間が長いこと，それが致命

的な障碍としてはたらくからである。

生産期間が長いのは何も今始まったことではなく，樹

型の改良でも，生産量の増大でも，あるいは材質の優良

化でも，どんなことを育種目標にとりあげても皆ひっか

かるではないか，という反問が必ず出るだろう。しか

し，このような性質をめざす一般の緒英樹選抜では，集

団選抜法をとることによって生産期間の問題をすり抜け

ているのである。つまり，こ･＠ような形質の，遮伝によ

る支配がかなり大きいことを確かめ，あるいば想定し

て，それらの観点からの優良木を集め，それらの子供が

優良化されることを期待するわけで，次代検定をおこな

わないのだから，生産期間がいくら長くても，さしつか

えはない。

抵抗性についても同じようなことが，論理的には，可

能である。ただ，耐病性などの遺伝様式は，ポリジーン

によらず，少数の主側遺伝子(majorgene)のはたらき

によることが多いので，抵抗性が劣性因子の場合など，

親がたしかに耐病性でも子はほとんどそうでない，など

という事も起こるが，抵抗性そのものの次代検定には全

生産期間を見る必要はないので，数年の年月をかければ

実行できることが多いだろう。だから，抵抗幽堂伝子の

分布頻度がかなり大きい場合，いいかえれば，普通の精

英樹の中にも抵抗閏固体がかなり入ってくるような時に

一

病虫害の対策の側から見て，抵抗性育種はきわめて魅
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機的な被害に対する抵抗性については，その強さの限度

内では，将来ともずっと抵抗性でいられるが，有機的諸

害では，そうは行かない。イネでもムギでも，抵抗性

品種として育成されたものが永久に抵抗性であった例は

なく，おそかれはやかれ，普通には数年から十数年の後

に，抵抗性を失ってしまう。これは，作物の側に変化が

起こるのではなく，これを侵す菌や虫の側に変化があ

り，つ室り，従来の抵抗性品種をも侵し得る突然変異が

生じて，これがふえて来る結果の現象である。つまり，

菌や虫の側でも自然に品種改良がおこなわれるわけで，

いわば，作物の側の育種を可能にする原理である生物の

変異性そのものが，逆に育種の成果を無効にする原因と

なる。菌の方が変わったならば，またあらためてそれに

対する抵抗性育種をおこなわねばならず，作物と菌との

育種競争の形をとる。

育種作業の効率は，世代の長さがのびるほど悪くな

り，おそらくその長さの2乗か5乗に反比例するくらい

ではあるまいか。菌や虫の生涯は長くて1年，多くは年

に数世代をくりかえす。いかに意図されない，偶然によ

る品種改良だとはいえ，菌や虫の側の進歩は意外なほど

早い。新しい抗生物質が使用されはじめるとまもなく耐

性菌が出現するあの早さ，それほどでなくとも,DDT

で死なないハエの出現に要した年数などを考えてみて

も，林木育種がそれに太刀打できる改良速度を維持して

行けるかどうか，結論はあきらかであろう。

は，抵抗性育種も容易に実行できるわけである。つま

り，精英樹の中で，抵抗性のないものは使わないことに

すれば，それでよい。

しかし，抵抗性の分布頻度がそんなに高ければ，その

病虫害が大流行するとは，普通には考えられない。した

がって，育種が要求されるのは，もっと分布頻度の低い

場合，すなわち，大部分の個体は抵抗性を持たず，した

がって精英樹ももちろんほとんどが感受性である場合に

限られると思わねばならない。精英樹には抵抗性個体が

なく，一方，抵抗1割固体は，抵抗性だけについて選び出

されるので，生長その他の一般生産形質については，普

通の程度であればまず良いとせねばならない。遺伝子の

分布頻度がうんと低ければ，どんなに劣った個体でも，

抵抗性というだけで大切にすべきである。だから，抵抗

性品種とか系統とかいうものは，たしかに作ることがで

きるけれども，その生産性は一般精英樹の系統にはるか

におよばず，それが植えられる場面は，被害常襲地であ

りながら，どうしてもその樹種を植えたいという場合，

た，とえば「とにかくスギであって雪害に強くさえあれば

よい」というような時に限られるであろう。

このエうに，はじめにつくられる抵抗性系統は，すぐ．

そのまま実地造林に植え出されるのでなく，精英樹系の

実用種苗に抵抗性の形質をとり入れるための，遺伝子源

として役立つだけである。そして，この「とり入れ」と

いう操作は，いわゆる組合せ交雑育種であるから，子供

群の中から両親の長所だけをそなえた優良個体を選び出

す必要があり，一般形質の優良さを判定するためには，

少なくとも1伐期間に近い長期の観察をはぶき得ない。

つまり，すでに抵抗性の個体をつかまえたとし，その抵

抗性そのものの検定が1～2年ですむものとしても，少

なくとも30～50年さきにならなければ，実用抵抗性品

種はでき上がらないのである。絶対に，被害対策として

催，間にあわない。

P血

■
。

にもかかわらず，われわれ育種屋は，抵揃生育種をあ

きらめてしまうわけではない。いま眉に火がついたよう

な病虫害の対策としては，上にのべたように無力である

が，絶対に役に立たないと考えているのではない。

上のような不利を考えた上で，抵抗性育種の進め方に

は2通り，いや，特別の場合にはもうひとつ，わりあい

早く成果のあが為よい方法がある。まず，それから説明

しておこう。

デンマークのセゴー(B・S6egaard)は，同国にかな

り植えられているThUjaplicata(アメリカネズコ）の

稚苗の葉枯れ病の抵抗性を研究して，この病気に免疫の

日本のネズコとの雑種がやはり耐ﾂ割生であることを発見

した。この雑種は，少なくとも稚苗の間は，生長もま

た,T.plicataにくらべて悪くない。だから，雑種の試

験造林地が少なくとも利用可能な大きさに達するまで欠

陥を見せないならば，この病気の対策として十分役立つ

ことができるであろう。

このように，交配可能な樹種で抵抗性の大きいものが

あり，雑種も抵抗性で一般形間も良好であるような場合

匡邑

上のような発言に対しては，「目前の対策としては間

腫あわなくともよい。育種とば本来気の長い仕事なのだ

から，長年月かかっても抵抗性品種を作りあげるべきで

ある」という反パクが起こることと思われる。まことに

悲槍な，ゴリッパな態度というべきだろう。

ところが，不幸にして，この腰をすえた努力でさえ

も，その正当な報いを受けられるか否か，不明なのであ

る。むしろ，安直な考えでたちむかえば，不成功の可能

性の方が大きいのではなかろうか。

そう考える理由は，“耐病性・耐虫性は期限づきで有

苅'だからである。つまり，寒さや職雪や乾燥など，無

『
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には，その雑種がそのまま一般造林に用いられる。スギ

のように1属1種の場合にはのぞめない方法であるが，

多数の種を含む場合には，それらの抵抗性をまずしらべ

て見る必要がある。しかし，この場合，雑種の生長やそ

の他の性質については，かなりの年数をかけて，使える

ことをたしかめねばならない。

次の方法は，実用造林材料，すなわち精英樹群の中か

ら，特に感受性の高い，つまり，病気にかかりやすいも

のを見いだしてとりのぞき，他の防除手段にかける負担

を軽くしよう，という消極的な行き方であるが，これは

これで案外大きな効果をあげることができるかもしれな

いo

最後に，すぐ役に立つことは期待できなくとも，とに

かく積極的に抵抗性育種を推進し，そして抵抗性の遺伝

子をできるだけ蓄積することである。抵抗性品種をつく

る。これに勝つ菌系ができれば，またそれに耐えるもの

をつくる。この間，実地林業の役にはあ叢りたたなくと

も，とにかく何回も何回もくりかえす。こうして，いる

いろな菌系に対抗できる逝伝子が集まってくれば，そこ

躯は童た，新しい道がひらけるであろう。これらの遺伝

子をすべてあわせ持つ品種をつくることは，おそらく不

可能であろうし，またできたとしても，またそれを侵す

菌系を誘発するだけであろうが，たとえば次のような方

法はどうであろうか。すなわち，これらの個別の遺伝子

をいくつかづつ別々の個体に与え，集団の中にまぜあわ

せておけば，どの菌系に対してもかなりの割合の個体が

抵抗性を発揮するので，大流行は起こり得なくなるので

はなかろうか。菌の側に新しい菌系ができるのは，いわ

ぱ抵抗性品種がベター面に裁培されるから起こるので，

つまり，突然変異が起こっても，新遺伝子を持つ個体が

特に生存のチャンスにめく．まれるのでなければ，変異遺

伝子は集団の中に埋没消滅してしまう方が多いのであ

る。つまり，旧来の繭系に侵され得る個体が寄主集団の

いたるところにあるならば，新しい菌系はなかなか出現

しないのではないだろうか。

1種類の抗生物質に対してはすぐに耐性菌ができる

が，数種を混合使用すると，なかなか耐性菌を生じな

い。別に，このようなことからヒントを得たわけでばな

く，メカニズムも全然ちがっているが，上にのべたよう

な，各種抵抗性因子を複雑に持つ集団の中では，多くの

抵抗姓個体が介在することによって大流行を防ぎなが

ら，1部が感染にさらされることによって新しい菌系の

出現をさまたげることができるのではないかと思う。

ただし，このような方法は，あるいは私の考えちが､、

で，全く成立しないのかもしれない。少なくとも，この

ような集団に対しては，育種以外の防除手段を省くこと

ができず，そうでないと，感受性個体がいわば培養基と

なって周囲の抵抗性個体を濃厚感染にさらし，かえって

新しい菌系の出現をはやめることになるかもしれない。

そうすれば，この案はご破算にせねばならない。

いずれにしても，当面問題になっている病虫害への対

策としては間にあいかねるという，最初にのべた論証

は，やはりそのとおりであって，過大な期待は，われわ

れ育種屋にとってメイワクである。われわれとしては，

ただ，遠い将来に役立つであろうことを期待して，抵抗

性個体をさがし，その系統の育成，遺伝様式や抵抗性の

メカニズムの研究に努力をはらうまでである。すぐ役に

立たないからといっても，手をつけなければ知識も増さ

ず，事はいつ童でも解決しない。将来になれば，理論の

思いがけい発展もあろうかというものである。
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て行なわれており，年間往復4～500万ドルで，主

として消費財が取り引きされている。これを5年後

には4,000万ドル程度にもっていくよう努力する。

2・シベリヤ開発に主点を置いた使節団または調査団

を派遣すると同時に共産圏からの経済使節団を活発

に受け入れ貿易拡大の基礎をつくる。

すでに，日ソ貿易の方法については,No.277,4月

号（棟元満男氏）で説明されたとおり三つある。そのう

ち最近話題の沿岸貿易は，消費物資を中心とするバータ

ー貿易で，極東のダリントルグ（極東貿易事務所）がそ

の業務を行なっている。

1965年の日ソ貿易協定の付属書簡として沿岸貿易の取

扱い品目を定めているが，1965年の日ソ貿易交渉におい

てはソ連側から品目の追加要望があった。その追加品目

とは，木くず類，低級石炭，マムシ，スッポン等なの全

く日本市場を屑屋だと思っているような品目をあげて､'，

た。本年春の新潟，富山，舞鶴でのソ連極東産品見本市

の品目のようなものであった。日本の沿岸貿易関係者は

日本品の輸出振興のために沿岸貿易の拡大を強く希望し

ているが，相手はソ連のことであるから慎重でなければ

ならない。

ソ連の最近の動向は食糊政策の失敗から1ドルでも外

貨がほしい時である。またソ連の中央主義も，地方経済

ブロックからのつきあげが強いので，ノルマの逐行とと

もにそれ以上の実績があがったものについては，その経

済ブロックの必要とするものをバーターの沿岸貿易で購

入することができるようにして一石二鳥の政策をすすめ

ていると聞いている。そのため極東にダリトルグを1965

年に新設し沿岸貿易に関する大幅な権限を認めている。

沿岸貿易品目は限られたものであるため，その品目の拡

大と振興が強くのぞまれ，裏日本6県の自治体の責任者

が日ソ沿岸貿易振興連盟の代表として訪ソしている。し

かし，現在のソ連材の輸入の現状をみると，日本側輸入

商社の過当競争の醜態を逆用して一方的な契約により，

高く，日本市場の好まざるカラマツ材を大量に送り込ん

できている。そして裏日本には大鐘のカラマツ材の滞貨

をきたしている。このことはソ連との取引の不安と不信

とを深めてきている。

日本政府のソ連極東開発への協力のための沿岸貿易の

振興は望ましいことであるが，その推進にあたっては日

ソ貿易の現状からぶても恢重に慎重をかさねる必要があ

ろう。

比国の木材規格改正と熱帯産広葉樹資源の開発

フィリッピンからの39年（1－12月）のラワン材の輸

入数量は前年に比し5％の減少を承たことは日本の戦後
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木材の輸入における契約条件としては,FOB(Free

OnBoard,本船渡し),FAS(FreeAlongsideShip,

船側渡し),CCF(CostandFreight,運賃込み値段）

およびCIF(CostInsuranceandFreight,運賃保険

料込象値段書類渡し）というのが一般である。これらの

契約条件に伴い秋卸し荷役料が加算され，日本の港につ

いてからは，通関植物検査手数料，検蹴手数料，貯木場

保管料，銀行チャージ，商社チャージ，問屋チャージが

さらに加算されて始めて需要者の手にわたることにな

る。それゆえに，船で木材が港に到着した時点で外材は

生産されたことになろう。

斯界の権威者によるこの講座で，米材，ソ連材および

南洋材の問題点を説明するとともに，検鎚，植物防疫，

運賃等の解説をした。ただ「輸入材の性質と用途」の章

を割愛したのは現物で説明しないと意をつくせないし，

羅列的説明では興味がないと思われたので別の機会にゆ

ずったわけである。お許しを乞う。

ここで最近話題となっている木材輸入上の問題をとり

あげて補筆し読者の参考に供することとする。

ソ連邦との沿岸貿易

比国の木材規格改正と南方費源の開発

米材専用船とチップ輸入

ガットとケネディラウンド

ソ連邦との沿岸貿易

最近の新聞報道によれば，日ソ貿易拡大のための植村

使節団の訪ソとともに外務省は対ソ連貿易対策を次のよ

うにうちだしている。

1．日ソ沿岸貿易の定期協議を年2回ソ連と日本でひ

らく。この沿岸貿易は現在日ソ貿易協定の別枠とし

■
ｑ
●

へ
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の南洋材輸入史上特筆すべきことであった。

このことは比国の林政の転換によるものともいわれて

いる。59年8月の比国中央銀行の回章182号に再びその

端を発したことはNo.278,.5月号（角実氏）で報告さ
れたとおりである。

この比国側の一方的措置に対する日本政府および業界

の抗議と協議との結果，比国大統領の諮問機関である11

人委員会は，先輩国日本の木材規格に準じたメートル建

の新しい規格を制定して40年1月1日から実施すること

となった。しかし，これもまた長年の日比貿易の慣習を

改悪したものとし再度抗識をつづけてきたところ’11人

委員会は比国中央銀行の輸出局次長および山林局の製材

規格部長の実態調査団を日本に派遮してきた。その調査

団は日本の実階調査にもとづき，中央銀行と山林局に対

し勧告書を提出した。その勧告により比国山林局は回章

70号を発し，大幅に日本側の意見をとり入れてくれた。

それによると，(1)完全剥皮すること，(2)トリミンク・アロ

ワンスは10cmをつけること，ただし10%の範囲内では

15cmまで許容する。(3)木口の割れは控除するこ．と等と

いう改善措置がとられた。このことは比国側山林局の対

日貿易に対する好意的前進が示珍されたものであるとい

うことができよう。一応これで一年間のトラブルは解決

されたように象えたが，まだ日本国内には種倉の問題を
残している。

一方，最低賃金制の実施による労賃の上昇，銀行金融

の引き締め，天候不順による出材不足等の原因は材価を

つりあげる原因となってきている。

このような最近の比国の情勢は，日本の南洋材利用業

界にとっては好童しからぬ段階に立ちいたっているとい

えよう。このため比国以外の国女からの輸入材に依存し

なければならないことを痛感してきている。

インドネシアのプルクタニ林業公社との生産分与方式

によるカリマンタン森林開発株式会社の北部カリマンタ

ン開発の促進はその一つの努力である。本年すでに4船

の木材輸入が開始されいよいよ本絡化しつつあるが，最

近の政変が不利な状況をもたらすであろうことは否めな

いようである。

また，東南カリマンタンの開発も推進されているほ

か，セレベスのブル島，パプアニューギニア，ソロモン

諸島，サラワク州等の資源開発の計画も着々とすすめら

れている。

米材専用船とチップ輸入

米材輸入のキーポイントは運賃と穣込承積卸し経費の

軽減にあるcそのための米材専用船の活躍については

No.279,6月号(4弛健夫氏）で説明したとおりであ

る。米材の輸入も昭和43年には70％が専用船での輸送に

かわることとなっている。それゆえに米材輸入の運賃は

世界の海運市況にはほとんど左右されず独歩的である。

この専用船による輪送饗の軽減によって多鐘な米材の輸

入が可能になったことは米材業界のな承な承ならない努

力でその功談は高くかわれてよい。

しかし，専用船の就航には反面きわめて愛慮される面

がでてきている。というのは専用船の運航効率維持のた

めのピストン運航に必要な材を確保するため，商社間の

過当競争を惹き起し，自然，産地価格をつりあげ産地業

界側を刺戟する結果を招いている。

最近，チップ輸送専用船新改造によるチップの輪入が

始められた。その輸入実績をみると月間2万In3となっ

ている。それらはいずれも米国からの輸入で，米松を主

体とするチップである。いずれも長期契約による安定的

輸入であり，これまた運賃荷役料の合理化の賜である。

このようなチップ輸入ということは，わが国の低質広無

樹材利用という面では一つの不安をもたらして↓くること

は否めないであろう。最近ではまたごく近距離のソ連か

らの輸入も計画がすすめられていると聞いている。パル

プ用材の急激な需要の増大により，その原料を海外に求

めようとする製紙パルプ業界の動きは活発である。チッ

プ輸入は，米国（オレゴン，ワシントン，アラスカ州）

についでソ連に注目しているとともにカナダからはパル

プでの輸入が進められている。

なお，チップ輸入の場合の単位はBDUという絶鍵単

位が使われている。この1BDUというのは約2.5m3に

あたると考えていただければよいであろう。
ガットとケネディラウンド

ガット(GeneralAgreementonTariffs&Trade-

関税および貿易に関する一般協定）は，その挺生にあた

って種麦の苦悩があったことはご承知のとおりである。

1930年代は世界は不況の時代であった。世界の各国は

この難局を打開するためにお互いに協力して極左の努力

を試みたがその企ても失敗に終った。その結果は，各1潮

は，それぞれの目先の自国の利の象を考え高関税の壁を

張りめぐらし輸入を制限した。特に英連邦の特恵制度な

どはグループ間だけでは低関税を設けてブロック外と篭

別するようなブロック経済の中にとじこもってしまっ

た。こうしていわゆる「関税戦争」が始まった。、

このような保謹主義や経済のブロック化のため，世界

経済の流れはゆがめられ，第一次大戦後の各国の対立感

情をまたもあおる結果となり遂に第二次世界大戦へと発

展してしまった。第二次大戦後，二度とこの失敗をおこ

さないようにと，貿易全般について，各国の政策の基準
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催してガット政策の方向と活動の指針を打ち出してい

る。

ガットの規則は次の二つの柱からなっている。

1．関税は維持してもよいが，できるだけ低くしよう。

2．原則として輸出入の制限はしてはいけない。

そじて,1945年以来のこの20年間に国際貿易の発展のた

めに次の二つの大きな役割をはたし，その成果をあげて

きた。

1．5回にわたる世界各国の関税引き下げを実現した。

2．貿易の自由化を促進した。

こうして，ガットは「数量制限の一般的廃止」という

大原則のもとに，第二次大戦中および戦後の世界の輸入

制限の風潮を緩和するために努力をしてきた。もちろ

ん，国隙映支の赤字を防ぐ・ための輸入制限と低開発国が

経済開発のために必要な輸入制限は例外として認めつつ

貿易の自由化をはかってきている。

日本は，昭和58年2月6日,IMF理事会の判定にも

とづき，ガット加盟国として今後は,r国際収支を理由

に輸入制限はしない」との意思表示をし，大幅な自由化

が促進された。

木材の自由化までの輸入制度の経過を象ると次表のと

おりで，木炭をのぞけば林産物はすべて自由化されてい

る。

「FA」外貨資金割当制,｢AA」自動承:灘ﾘ,｢AF

A」自動外貨割当制。ただし実質的にはAA,AFAは

自由化である。「チニックAA」とは引合状況報告譜:を

と原則と，その原則の実施のための国際嬢関を設けよう

と考えた。

かくして米国の提案した国際貿易機関憲章（ハバナ窓

章）は1948年に調印されたけれども，種大の事情から発

効するには至らなかった。しかしこの憲章の一部とし

て，1947年の関税交渉の結果，関税引き下げの効果を確

実にするため必要な規定を一つの条約としてまとめたも

のがガットである。憲章の一部となるはずであったガッ

トがこうして永久的な性格のものとなって残ったわけで

ある。

現在，ガットへの正式加盟国は53カ国，仮加盟国5カ

国，特別参加承認国2カ国となっており，自由諸国の

ほとんどを集めている。日本は占領国であったためガ

ット加入が遅れ，やっと1955年（昭和50年）の9月に

正式メンバーとなった。
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ガットの仕事は，毎年秋に開かれる総会が意志決定機

関であるが’このほか問題ごとに年に数回の理事会や委

員会および作業部会が随時招集され問題の審議にあたっ
ている。

また’国際貿易上の重要問題について，ガットは，必

要に応じ（1957年以来1年おきに4回)，閣僚会議を開

AA
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通産省へ提出し，その許可書を添えて銀行で許可を得る

方式である。

このようにすべてが自由化されている。関税率はどう

なっているかというと，これもまた概約的にいえば特殊

なものをのぞけば，丸太割材等は無税，製材および加工

材は10％，合板等は15～20％となっており，臆とんど国

際的障壁は低いものとなってしまっている。ただ，自由

化に際し，部分的に関税の引上げを行なっている。マ

ツ，モミ，トウヒ，アカマツ属の4醐奪および加工材につ

いては35年4月から無税を10％に引上げている。また，

ラワン類等の二羽柿料の製材および加エ材についても39

年1月から無税を10％に引上げた。一方，カリン，ツ

ゲ，タガヤサン等の唐木類については，ガットの決議を

尊重して20％の基本関税率を59年4月以降暫定的に無税

とした。

関税率表

（注）カリン，ツゲ，タガヤサンの丸太(“03,“04）

製材（4405）薄板および合板用単板（4414）従

価20％，桐（4403,4404,4405）は縦帥i5%。

則的に無税であるが，英国では針葉樹のものは1スタン

ダード8シリングbEECは針葉樹のポール6%熱帯産

丸太5％となっている。

製材および加工材は大体各国とも10％程度の関税率と

なっている。なお，チップについては,EECも英国も

10％前後となっている。

合板は，米国は20％，英国10%,EEC15%となって

いるが，カナダでは最恵国20影その他は55％となってい

るほかオーストラリヤでは英連邦特恵ろQ.5%,日本等に

対しては57.2％という高率関税をもうけている。

しかし，ガット(GATT)はこれらの関税障壁をで

きるだけ取り除いてゆこうという方向に向っており，米

国のチキン戦争に端を発した関税一括引下げの提唱，い

わゆるケネディラウンドーは強力な活動が進められてお

り，米国とEECとのこの問題をめぐる対立が強くなっ

てきていあ。もちろんガット加盟国日本もその中にあっ

て微妙な立場に立たされている。それゆえに巷間によく

きく関税率の引上げ要望は，開放経済下にある日本が世

界経済に棒さすこととなり，それは困難な立場にあると

いわねばならないであろう。

関税一括引下げ交渉一すなわちケネディラウンドとい

うのは，現在の各国の関税率をすべて現行の半分まで引

下げ，貿易の振興をはかり，世界経済の発展をはかろう

ということである。

最近の新聞報導は，ジュネーブにおける日本の条件付

農産物リストの提出態度を報じている。開放経済体制一

自由化一関税率引下げは，日本の林業および林産業への

影響もまた否めないであろう。国際的水準への鞘よせと

その反動としての試練の嵐を感じないではいられない立

場に立たされているわけである。われわれは国際的環境

を理解して外国産材の輸入および木材製品の輸出に対処

してゆかなければならない。戦前の木材貿易と同様な感

覚では処しきれない環境にあるといわねばならないであ

ろう。

おわりに

輸入木材の知識という講座を設けていただいたが，紙

面の関係もあり読者の希望されるような専門的な面にま

で論及できなかったことは残念であった。しかし，斯界

の権威者の執筆をいただいたので外材の輸入における問

題点を感得していただいたことと思う。外材がわが国の

林業と林産業とにどんな影響をたらしているか。その対

策はどうすればよいのかという面にまで解説をほしいと

私も思っているが，この講座の域からはみ出す面もある

かと思われるので，別の機会に識者の言を聞くことを期

待して一応完結とする。

鐘

b

関税率
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定
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押
地
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涯
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生
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そ
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木
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改
再
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５
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５
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７
８

０
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１
１
１
１
１

“
“
“
“
“
“
“
“
“
“

％
０

(非自由化）０
０
０
０
０
０
５
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０
５

チークの承協定

欧州トウヒの承
協定0％

(AIQ)

チークの承協定

チークの象協定
0%合板用単
板協定15％

１
１

1一

２
２
１

０
０

2

1

ここで参考までに米国英国およびEEC諸国の関税

をゑてみることとしよう。

薪は，英国は8％であるが，米国,EEC,日本は無

税，木炭は日本は無税（非自由化）に対しEECは13%

となっている。

丸太割材は，日本，米国,EEC,英国のいずれも原
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棚林の目的は，遺伝質として旺雄な成長力と良形質を伽

えたものの種子を得ようとするものなのか，ただ，毎年

続いて豊篇に種子を得ようとするものなのか，この両方

の条件が同時にかなえられれば，それに越したことばな

いが，一般には望象うすの場合が多い。採種に苦労が伴

ない，量の独得が少なくても，極力，遺伝質のすぐれた

ものにそのねらいを澄かなければなるまい。母樹林指定

の規則をつくるとすれば，そんなことも明瞭にしてもら

いたい。問題点はいくらでも取りあげられそうである

が，法規のあるなしにかかわらず，最も切実なこととし

て，現実には，どんな種子があつめられ，それによって

苗木がつくられているかということである。まれな例で

あるかもわからないが，いかがわしい種子の採集につい

て，「嘘のような本当のこと」を聞きもし，また，その

現場を見たこともある。スギの幼齢造林木から手あたり

次第，種子をとっているのをただしたら，これは指定母

樹の種子の水増し用だといった。保証つきのスギ苗木を

求めて造林したら，5，4年で結実しはじめ，将来の生育

に期待のかけられないものもあった。

スギの挿木苗だと，クローンの場合，それぞれの特徴

が識別されて，少し慣れてくると，それが何であるかが

わかることもあるが，一般の実生苗だと，苗木の時に，

その遺伝質というか，将来の生育状態を判別することは

今のところ，まず困難な場合が多かろう。苗木の取引上

の規格が遡伝質よりも，その苗木の姿形に重点を置いて

いるところにも問題がある。今後，完全無欠な法規が厳

存することとなっても，現実に｢嘘のような本当のこと」

があとをたたなかったり，種子として，また，苗木とし

て遺伝質の良否を判定するきめ手がないとすれば，自家

採集で良母樹の種子を得るか，苗木を求める時，信頼で

きる相手方を選ぶより他に方法がないこととなるが，そ

れと平行して，造林者が良苗木への関心を高めるよう常

に努力勉強してもらいたいと私は思うのである。

ある映画監督が「いかがわしい映画の出まわるのをや

めるわけにはいかないか」との質問にこう答えた。「今

のところ，それは困難であろう。たった一つの途は，大

衆の情操レベルが向上して，いかがわしいものは見ない

ようになることだ｡」

苗木を用いる人Awの自覚にまたなけれ砿ならない迂遠

で根気のいることであるが，それがやはり最良の途では

ないだろうか。

林
業
随
想

10
－

苗木への関心

近藤助

〔森林経営研究河張〕

昨年，あれほどまでに騒がれて成立した林業基本法

も，この頃では，あまりそれを人☆が口にしなくなっ

た。台風が通過したあとのような緊張した心のゆるゑを

生じたのではないかと感じ為のであるが，このいかにも

静寂である裏面では，基本法を基盤として，多くの近代

的，建設的な設計がなされ，それらの青写真がつくられ

つつあるであろうことを信じたい。

種苗法も，もちろん，再検討されていることであろ

う。古くから，各所に，また時套に設けられた植栽試験

地その他によって，種苗の是非についての認識も次第に

深まってきたことだし，最近のように林木育種の研究が

強力に進あられ，その成果が遂次実用化されることとな

れば，いきおい従来の種苗に関する法規通牒類も陳腐な

ものとなってしまって，時には，それらが存在するが故

に．かえって林業の発展を阻害している場合もないとは

いえないのである。

「配給区域」一つを取りあげてゑても問題はある。わた

くし達は郷土樹種とか地方品種を選ぶことが成林の安全

適確な方法であることを知っている。その故にこそ，配

給区域が幅せまく設定されたのは一応うなづけるのであ

るが，ヨリ南部の地域だと，ある地域の地方品種をかな

り遠くまで移してさしつかえない場合が多い。また遠隔

の地でも，高海抜地で，その地方在来のものを用いるよ

り，寒い地方のものを持ってきた方がよい場合もある。

スギを例にとれば，高知県の山岳地では秋田スギや立山

スギの造林地が，地スギと称せられるものと比較して，

きわだって良好な生育をつづけているのを見る。配給区

域による制限のために，それらの移入を阻止することが

あっては申訳ないことである。

ある時，ある場所で，実に立派なスギの壮齢造林地を

見た。この林は，かつては母樹林に指定されていたが，

「母樹林は種子をとることが目的だから，毎年，挫富に

結実しないものは母樹林としての資格がない」という理

由でその指定から除外されたものであった。母樹とか母

虹
幽

－

蛍 馨 、
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秋空を渡る

ツグミの群れ
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秋力探まるにつれて，ツグミのあの「チャッ，チャ

ッ」と鳴く声がきこえてくる。その声は美しいとばいえ

ない。しかし，なんとなく愛きょうがある。そこにツグ

ミのよさがある，といってもよいであろう。流行歌にあ

った「やぽなツグミがいったとサ，．．…･」は，ツグミに

とってはお気毒だが，そのものずばりの表現である。

林野を職場とする私たちにとって，この鳥はなじ象深

い鳥である。秋の深まりとともに，平野におりてくる

が，はじめは針葉樹体に10羽ぐらいの小さな群れで渡っ

てきて，ここを本拠として生活している。このころが私

たちにもっとも近いわけであるし，秋の訪れを知らせて

くれる鳥でもある。

ツグミもご多分にもれず少なくなってきた。かつて

は，木曽谷では渡りの時期になると，あの谷間の空をお

おうほどであったが，近年はその1割も見られないとい

うことである。もちろん生息する林の乱伐による減少と

いうこともあろうが，例のカスミ網による乱漉が大きく

影響していることは，だれも否めない事実である。近ご

ろは鳥類保護がやかましいし，青少年の生物をいつくし

む心のめばえは，しだいにその実績をおさめつつある。

しかし，シーズンになれば，木曽谷の秋の味覚として，

飲食店頭に，羽毛をむしられたあわれなツグミの姿がさ

らされるのは，どうしたことであろうか。日本海を飛び

こえ，ようやくのことで冬ごしの地についたかれらに，

この仕打ちばあまりに残酷といわなければならない。そ

I

れはかれらの生活，とくに私たちとのかかり合いについ

ての無知が，そうさせるのであろう。つぎにかれらの有

益さを紹介してご参考に供し，ツグミ愛謹の綴とした

い。そのまえに，ツク・ミについて説明しておくのが順序

であろう。

ツグミのなかま
えんじゃく

燕雀目ツグミ科は非常に多くの種類を含んでいて，日

本産のものだけでも19種になり，重要な鳥がいくつもい

る。大きくわけると，ツグミぐらい大きさのもの,2種

と，コマドリ，コルリなどの大きさのもの7種になる。

ツク・ミ属の12種をその習性からわけて象ると，冬鳥と

して秋に北から渡ってくるものが6種，これと反対に，

南から夏鳥としてくるクロツグミとマミジロの2種，そ

して留鳥もしくは漂鳥として国内にいつもいるアカハラ

やトラツグミの4種である。

いま，夏鳥と留鳥もしくは漂鳥性のものについては，

つぎの機会にゆずって，ここでは冬鳥として渡って来る

ツグミ類について述べることとする。まず，一般にツグ

ミとよぶ極頃は，おもに東部シベリアの北で繁殖し，冬

になると中国南部に移行し，一部はナホトカあたりから

日本海を渡って富山，石川の沿岸に到着する。この所要

時間はあきらかでないが，前夜に出発して翌早暁に到達

する，といわれている。ここに安着したものは，数日の

あいだ滞在して体力の回復をはかる。カスミ網のはなや

かなりしころ，沿岸部で捕えたものは，脂肪のないかさ

かさなツク・ミが多く日本海を渡るために，いかに多くの

エネルギーを消粍するかを知ることができた。

沿岸部の雑木林で体力を回復したツグミは，やがて大

小の群れをつくって太平洋岸の越冬地へむかって出発す

る。中央山岳地帯をとおる時には，谷にそって南下し，

山をこえる場合には，もっとも低い鞍部をすれすれに越

える。以前はここがカスミ網猟者の穴場で，ここへ高さ

6～7mのカスミ網を張り，まさに一網打尽に捕えてし

まったのである。ひと朝に200～300羽かかるのは，そう

めずらしいことではなかった。この方法では，オトリを

必要としないから，場所さえよければ，ぬれ手にアワの

つか象捕りである。

ツク・ミと同じ雇瀕にハチジョウツク･ミとよぶのがい

る。ツク'ミは胸腹部が暗茶色であるが，これは職示色で

美しい。渡来数はツグミにくらべると，いちじるしく少

ない。繁殖地はツグミとまったく同じであるが，渡って

きても単独でいるか，ツグミに混って生活していること

が多い。

マミチャジナイはわが国に繁殖するアカワラによく似

た羽色である。ただまゆの部分，すなわち眼の上部に白

－55－



１
１

ことがわかる。じっさい，ツグミの胃の内容物を調べる

と，コガネムシ，ゾウリムシなどの森林害虫が多く検出

される。これは生息地が林内であるから当然のこととい

うことができる。とくに春さきの帰えるころには，日本

海を渡るエネルギーを貯えるために，苗畑や耕地にきて

コガネムシや，ミミズを地中からほり出して食べる特技

をもっている。これについでは，シャクトリガ，シャチ

ホコガ幼虫，コマユバチなど，いずれも森林には好まし

くない虫を多量に食べている。この点から考えても，ツ

グミ類がいかに林業に貢献しているかがわかると思う。

ツグミは害鳥であるから，カスミ網を再開させよ，とい

う論議はこれからでも許せるものではない。森林にすむ

鳥でツク・ミほど多く，しかも大きな集団で森林に生活す

るのは少ないのであるから，その害虫駆除の効果は，他

にくらべるものがない。

わが国に越冬するツグミにとって，やはり日本の冬も

動物性の食物にば困るらしい。したがって，その代用食

として木の実を食べる。もっとも好むのは赤い実のなる

ツルウメモドキ，ノイバラなど，いろいろなものを食べ

るから，林内や庭先，公園などにこれらの木を植えてお

けば，自然とツグミたちが集ってきて，そこにいる害虫

も食べてくれることになるから，なるべくこれらの木は

除伐の時などには残しておきたいものである。わたくし

たちはこれを「食餌植物」もしくは「えさ木」とよんで

いる。ツグミはアカマツやサワラの種子も好んで食べる

が，不消化で排せつされるものもある。これが翌春に発

芽することもあるから，天然更新の役目もはたしている

わけである。山を歩いていて思わぬところで，思わぬ独

立樹にぶつかるのは，種子が烏によって運ばれたとしか

考えられない。たとえば，東京都下の高尾山にハリモミ

が1本だけある。これなぞ，もっとも近いところにある

のが富士山の北ろくにある原生林である。

おわりに，カスミ網について述べておこう。この歴史

をたどって承ると，はじまりは加賀藩で，藩主が尚武の

精神を謡うために，武士に一定の羽数を捕えることを許

し，一般には禁止していた。もちろん徳川時代のことで

ある。それが木曽谷や飛弾高山方面にひろがり，一般に

行なわれるようになった。獣肉を食べなかった当時とし

ては，この深い山間に住む人たちにとって，動物たん白

の補給は淡水魚をのぞいては，ツグミなどの小鳥のほか

はなかったであろう。これを秋のうち象そ漬として貯え

て年間の蛋白資源としたのは当然なことである。しかし

いまはこの山奥でも，メキシコ産のエビが食べられる時

代である。なにもかわいいツグミ，しかも森林を謹って

くれるこの鳥をとって食べなくともいいはずである。

色の検線があるので識別することができる。雌も雄と同

色である。ツク．ミより早く9～10月には渡来し，かな

り多い。鳴き声は「ツゥー，ツゥ」と2～ろ声をつづけ

る。繁殖地はエニセイ河からバイカル湖，アムール，カ

ムチャッカにわたり，冬は中国・朝鮮・日本からフィリ

ピン・マラッカ・スマトラ・ボルネオ・インドに渡る。

富士山ろくにはごく小数羽が繁殖している。

シロハラはツグミとほとんど同じ大きさで，胸腹部に

は斑点がなく，両脇は黄灰色で中央部から下腹にかけて

ｰ

おとりのツグミ

白色である。このため「白腹」と名づけられた。冬鳥の

ツグミのうちでは，もっとも少なく，単独でいることが

多い。やや暗い林の地上にいて，飛びたつときは「ツ

ー」と通る声で鳴くので，ほかのなかまと区別すること

ができる。

アジアからヨーロッパにかけての大陸には，いろいろ

なツグミのなかまが生息している。これらの鳥のうち，

迷ってわが国にきて捕えられたものがある。その第1号

はノハウツク・ミである。このツグミは中央アジアからヨ

ーロッパにかけて分布しているのであるが，1960年に木

曽谷の木祖村で掠潅された。もちろん，この鳥がどのよ

うな経路できたのか皆目わからない。元来はヨーロッパ

からイギリス方面に渡るのであるが，西へ行くのを誤っ

て東へ飛んだのであろう。鳥のうちにも，こんな方向カ

ンの悪いのがいるらしい。ワキアカツグミもそのなかま

で，本来はシベリアからヨーロッパにかけて分布し，冬

はヨーロッパ南部からペルシャに渡るのであるが，1953

年の秋に千葉県保田町で1羽が捕えられた。またカラア

カハラもアムール下流ウスリー河口から満州東部に繁殖

している。それが石川・鳥取両県下で採集された。この

ような烏を「迷烏」とよんでいる。

ツグミたちの生活

ツグミたちのくちばしは，いずれもわずかに曲って，

さきがとがっている。これはだれが見ても，虫を食べる

へ

－56－
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12月12日。南緯45度，東経11度の

漁場に到着した第2日新丸船団は，

ただちに操業を開始した。

しかし，暴風圏特有のガスと，風

力7という最悪の天候にわざわいさ

れて，昼食のときになって，ようや

く，「初頭一頭」という船団長の報

告がなされた。

◇初漁の鯨は処女，重貞

「雌鯨だったら，毛が生えてないだ

けで，あそこは，人間とそっくりで

すから，よく見ておいて下さい./」

食後船団長が階段をのぼりかけて

冗談をいった。

午後2時半，初漁の鯨を両舷側に

抱いて，曳鯨船が母船の船尾に近づ

いた。初漁だというので船尾に待期

していたセーラー達も気合いが入っ

ている。

ブイのついた細いロープが海に投

げられる。曳鯨船の鉛首から，カギ

のついたロープでこれを引上げて，

鯨の引き渡しがはじまる。ナガス鯨

は白いうねのある腹をくっきりと見

せながら母船に引き寄せられ，曳鯨

船は次の曳鯨のために母船を離れて

いく。

「ガラ，ガラ，ガラッ」と大きな音

がして，巨大なクローが，スリップ

ウエーを降り，船尾に引き寄せられ

た鯨の尾羽を目がけて，魔物のよう

にとびかかっていく。二度三度，や
●●●●●

がて，尾羽をがっしりとはがいじめ

にすると，2台の401､ンのウインチ

は，「するする」と鯨をスリップウ

エイから引き上げていく。ものすご

い力だ。鯨は1尺1トンといわれて

いるから，この鯨だって，5－60ト

ンはあるはずだ。

鯨がデッキに引き上げられると，

まだ移動している鯨の背に身軽にか

け上がった事業員が，なぎなたのよ

うな大包丁で，「す一」とものの見

事に切れ目を入れていく。腹も同じ

だ。

鯨が停止すると，鋼鉄のテープが

張られて体長が計られる。

「18メートル」目もりを見ながら事

業部員が叫んだ。首席も計測に立ち

合って手帳に記載する。午前8時か

ら午後4時までは首席の受持ワッチ

である。

「Yさん，鯨の処女膜見たことある

かね./」首席が，鯨の下腹部に寄り

ながら，わたしをまねいた。

「人間と違ってね，処女膜というよ

り，処女帯といった方が妥当かも知

れないね｡」首席が，かたくとざさ

れた縦ながの割目を両手でこじ開け

ると，まず陰核があらわれ，その下

方に人さし指大の肉塊が縦に走って

いた。

「ヘェー〃」わたしは感嘆の声をあ

げた。お医者様ならともかく，普通
口■●

の人間様の処女膜をこの目でしっか

と見届けることなど，まずは不可能

に近いことだ。わたしにしたところ

で同じこと，感心してしばらく見と

れていると，「監督官，あぶない

ぞ./」と事業員が声をかけた。

ウインチからのびたワイヤーの先

－57－

のフックが，鯨の皮につきささり，

「ガラ，ガラッ」とウインチの巻あ

げがはじまり，「めりめりっ」と皮

がはがされていくところである。

皮がはがされた心臓の付近とおぽ

しいところに，大包丁がつっこ室れ

る。「ザザザザー」とどす黒い血が

湯気をあげて濁流のように溢れ，デ

ッキはたち富ち血の海となった。

事業員の大包丁がつぎさされるご

梁

壮年鯨の男根

とに，間断なく血が流れだす。まっ

たくせい惨な情景だ。おそらく気の

弱い人なら卒倒するにちがいない。

きれぎれにされた鯨の肉塊以外

の，頭部や，骨と皮は前部デッキに

ワイヤーロープで引かれていく。そ

のたびごとに無数のワイヤーがデッ

キ中に張りめく．らされる。オトポケ

機関長がわたしをおどしたのはこの

ことなのである。

糞のつまった腸や，肺臓は舷側の

穴から，海へレッコー（放棄）され

る。

鯨体のうち，棄てられる部分はこ

こだけなのである。腸でも内容物の

ないものはボイルすると，ハムのよ

うになり，なかなかの美味で，高価

に売れるという。

次の鯨は雄で体長17メートル。い



メリ，メリッと生木をサクような声をたてて皮ははがされる

ずれもティンエージャーで，この若

い二頭は南氷洋にハイキングとしゃ

れこんだところを，無情な人間ども

の，初漁の血祭にあげられたもので

ある。性のよろこびのなんたるかも

知らず，その直前に命を失ったこの
●

若いカップルを思うと，いささかれ
●●●

んびんの情が湧いてきた。こう丸を

計量するとわずか500グラム（普通

20キログラム以上）まだぬくぬくし

た感触が指先から体をつたわってき
●●●●

た瞬間，なにかぞくりっとした。

6時半頃まで次の鯨がこないとい

うので，4時頃部屋にひきあげた。

わずか2頭，約50分位の解剖に立ち

あっただけなのに，ものすごく体が

疲労している。冷たい雨に叩かれた

せいだろうか，それともショックな

のだろうか？物をいう元気すらな

いo

お み

◇尾の肉

夕食のサロンにでかけると，卓上

には早くもさっきの鯨の「尾の肉」

（へソより尾羽に近い背部，いちば

ん美味）が，皿に盛られている。鮮

やかな赤色である。雌鯨の肉だとい

う。首席は，「うまい，うまい./」

とぱくついているが，正直のところ

わたしにはあまり手がでない。

「Yさんはショックを受けたと見え

て，帰ってからしばらくベットにひ

つくり返えっていたんですよ｡」

「なにしろ人一倍人情家だからね…

･･･ぼくも去年は一週間位変な気もち

だったんですがね｣と首席はいった。

「それは／それは〃」

船団長やキャプテン，はてはオト

ポケの機関長までが一斉にこちらを

見た。

「まあ最初の一年はゑんなそういう

もんですよ，ぼくだって，あの血だ

らけのデッキを見た時，ああ，俺も
の●●

えった仁なりさがったか，と情なく

なりましたからね，しかし，今は鯨

さまさまです。これで家族を養い，

家も建てることができましたもの

ね，割り切ることが大切ですよ｣。

とキャフ，テンはなぐさめるようにい

った。「鬼にならなければなにごと

もできませんね／」船団長はじっと

わたしの目を見た。それは写真も割

り切らなければ写りませんよ，とい

ってるようでもあった。

「因業なことですね。因業といえ

ば，鯨で生活している皆さんのとこ

－58－

ろに乗り込んで，いい写真を撮って

やろうなどと考えてきた，わたしの

方が，よっぽど業が深いかも知れず

んせね｡」

午後6時過ぎ，次の鯨が運ばれて

きた。白い腹から赤貝のような鮮や

かな色の長いものがぶらさがってい

る。雄の象徴だなと突差に思った。
●●●

通常は体内にあるこれも，モリが命

中した瞬間のショックや，圧さく空

気を体内に入れられた時，体外にと

び出すと聞いていたからである。

午後7時半頃（わたしのワッチは

午後4時から零時まで）おやつに，

キナコ餅がでた。夕食はあまり食欲

がなかったので二人分たべる。餅を

たべながら，作業主任や，事業員長

と，事務室で雑談をかわした。

「今日の鯨は製品歩留りが悪いでし

ょうね？」

「まあ，しょうがないでしょう。初

漁のお祝いですからね｡」

事業員や，セーラーたちは，作業

の合間に，尾の肉はもちろんのこ

と，赤肉，のど肉，ほお肉，と各自

得意の肉を，それぞれ，うれしそう

に各自の部屋に持ちかえるところを

見ていたからである。

トリス6箱（2打入）を船に秋込

んだという事業員は，ニコニコしな

がら，灰色の塊をノンコにひっかけ

て持ってきたので，「それはなにか

い？」と聞くと，「すい臓だよ，塩

焼で一ぱいにいいんだ｡」とこたえ

た。

醗業中に，千万円位は食うそうで

すね｡」

「母船，大発艇，冷凍船，キャッチ

ャーと千五百人位の人間がたべるん

ですからね｡」

「他の会社では船団長命令で，尾の

肉を勝手にたべてはいかん，とお布

令を出したこともあるそうですね｡」

「いや，それをやっても駄目です

よ，事業員は目を盗んでやりますか

塚

I

一
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らね，食うことが一番たのしぷなん

ですから･･･｡」

「キャッチャーボートなどは，捕獲

した直後に尾の肉をえぐりとってよ

こしますよ，それが尾羽切れや，い

ろんな原因になって，かえって被害

が多くなるんです.」

「識箇はその点おおらかですね｡」

「おおらかというか，わが社肱昔か

らそういう状態でしてね／」

1メートル88,の豪傑男,T主任

はからからと笑った。

監督官控室で，今日の初漁の状況

を手紙に家族に書いた。

今日の初日はわずか4頭だけ，僚

船の日新丸は30頭近くとったとい

う。

◇氷山

操業2日目。昨日4頭とっただけ

で，その後ぜんぜん捕捜の知らせが

ない。僚船の日新丸は24頭，三日新

は20頭，他船団もそれぞれ，いい成

繊をあげたそうなのだが……。それ

でも量めしのとき，船団長がサロン
●●●

に入ってくるなり，「鯨のたたりは

なおりまじたか？」と案外，けろり

とした表情でいった。

日新丸の，次席監督官が，腹膜炎

の手術結果が悪く，，ケープターウン

に向った話が出た。結果がよければ

と思う。日新丸には，計画課の上関

君が三席監督官として乗っている。

交替要員がくるまで彼も大変だろ

う。

「Yさん，ケープタウンにつれて，

いってあげましょうか./」ドクター

がいった。

「ケープタウンの看護婦は親切で，

オチンチンの先まで，ふいてくれる

そうですよ./」と船団長までが冗談

をいう。

鯨の解剖ショックで，元気のない

わたL,を皆ではげましてくれている

のだ。

12月14日。今日でる日目，依然と

して鯨はとれない。

昨夜零時にワッチを終え，風呂へ

入ったり，メモをしるしたりしてベ

ッドに入ったのが5時頃，8時15分

に起きてボーイ君の運んできたコー

ヒーを飲んでいると，「氷山が見え

ますよ，小さいけれど，左舷に｡」

と首席がブリッジから電話をよこし

た。早速望遠レンズをカメラにつけ

てブリッジに登った。曇天の中に，

左半面がかすかに陽光に輝いた氷山

が小さく見えた。

「出発が遅れたのと海況が悪いのと

で，さっぱりですね?!」

操舵室に入ると，船団長の大きな

声が聞える。どこかの船と話してい

るらしい。

「皆元気ですから。そのうちとりか

えしますわ，皆さんによろしく､／」

相手側の声も受話器からきこえて

きたが，わたしは望遼鏡で氷山を見

るため，ブリッジにでた。

あとで首席にたずねると，フォー

クランド漁場（南アメリカの南端）

にいる三日新丸と話していたのだと

いう。超短波の電話も，普通30マイ

ル位しか聞えないのだが，時折，電

離層の関係で何百マイルも離れたと

ころと，話ができることがあるのだ

そうだ。

洗面していると，「団長さんが，

氷山が見えるから,Yさんに写真撮

らないか，と電話があり室したよ｡」

と首席が声をかけた。

わたしの部屋に直接，電話をかけ

ないのは，ワッチ明けでまだ眠って

いるのかも知れないという，心づか

いからだろう。また今朝も食事にい

かぬので心配してくれているのかも

知れない。普通ならば鯨が渡れなく

て頭の揃い時なはずなのに，氷山が

見えるから……と，わざわざ気をつ

かってくれるということは，普通の

人にはなかなかできないことであ

－39－

る。

きのう，走ったところは，「海の

砂漠地譜」なのだそうだ。海流の関

係なのだろうか，「鳥の承えない所

には鯨もいない」と船団長がいつか

語ったことがあったが，きのうはア

ホウ鳥の姿も見えなかった。小雪が

ちらちらと降ってきた。

南氷洋にきたような実感が湧いて

きた。

12日の操業開始から，「船内新聞」

がとまってし童った。操業中は冷凍

船が発行することになっているのだ

が，鯨がとれないので，本船との連

絡がとれないので休刊状態なのであ

る。西洋紙1枚のガリ版ずりだが，

船上にあっては，内地の断片を知る

唯一のニュースなので，やはりさゑ

しい。

このニュースの当番が，二隻の冷

凍船のう､らの仁洋丸なのだが，先日

の四頭は明洋丸にひき渡したので，

｢早く肉を渡してくれ｡」と仁洋丸か

ら，作業主任に電話がきたのをわた

しは知っていた。

「仁洋にはまだ肉が届いていないの

か，それで新聞もこないんだな，悪

いなあ〃」船団長はひくくつぶやい

た。

午後8時過ぎ，作業事務室に行く

と，「一頭捕獲」の報告をもって作

業主任があらわれた。

よかった，よかった。一頭でも，

とれると，とれないでは船団の士気

も大変な違いだろう。



いう，林業の現代的意義を，一応知ってはいるが，それ

では森林の公益的効用はどうかということになると，一

般にはきわめて観念的な知識しか普及していない感があ

る。本番は森林影響学の世界中の権威者6人の雛によ蕗）

ものをFAOで纏め,Forestinfluencesの原題で1963

年に出されたものの，翻訳である。松尾氏のこの綴密精

細な訳出によって，森林の影響というものを，物理的

に，また社会的にどう考えるべきかということにつ↓、

て，少しでも疑問が生じたとき，誰でも本欝の中から必

ずその解答を見いだすことができるにちがいない。各章

のみだしは次の通り。

I序論

Ⅱ林内における水の作用と水の移動

Ⅲ気候その他環境因子に及ぼす森林の影響

Ⅳ森林外にある林木

V森林と流域

Ⅵ森林の影響の効用についての評価

（野口陽一）

鯵 耀瀦
森林の公益的効用

松尾兎洋訳

P.297表58,図13,写真43,

水利科学研究所発行

東京都文京区後楽1－7－22

定価1,200円
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林業に従事する者はとくに国の立場において林業に従

轆し，国民に奉仕する者は，林業とは単に木材を生産す

る産業であるばかりでなく，林地を国民の社会的，経済

的福利増進に寄与するよう合理的に取扱うことであると
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く
た
め
に
は
、
因
果
関
係
の
複
雑
に
絡
象
合
っ
た
な
か
な
か
理
屈
通
り
に
は
い

か
な
い
現
実
と
対
決
し
、
そ
れ
ら
の
鋭
い
分
析
と
深
い
洞
察
と
果
断
な
決
断
を
要
求
さ

れ
、
第
三
者
的
な
い
わ
ゆ
る
評
論
家
の
立
場
と
は
根
本
的
に
そ
の
立
場
が
ち
が
う
こ
と

を
い
う
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
評
論
な
り
意
見
な
り
は
や
は
り
決
定
し
、
実
行
し
て
い
く
人
の
立
場
で
も

の
を
考
え
、
意
見
を
発
表
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
論
理
の
空
転
し
た
百
害
あ
っ
て
一
利

な
し
の
結
果
に
お
ち
い
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
最
近
国
有
林
も
財
政
的
に
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
直
面
し
て
、
そ
の
経
営
改
善

の
方
向
が
中
央
森
林
審
議
会
か
ら
も
答
申
さ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
呼
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
〃
国
有
林
を
徹
底
的
に
合
理
化
す
べ
し
″
と
か
、
人
員
が
多
す

ぎ
る
か
ら
だ
と
か
い
っ
た
意
見
は
、
実
は
答
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
む
し
ろ
な
ぜ

今
ま
で
合
理
化
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
に
も
っ
と
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
。

手
足
を
縛
っ
て
お
い
て
、
走
り
な
さ
い
と
い
っ
て
も
、
し
ょ
せ
ん
は
無
理
な
話
な
の

で
す
。
（
Ｍ
）

評
論
家
と
洞
察

一
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第13回林業写真コンクール作品募集

主催全国林業改良普及協会・日本林業技術協会

後援農林省・林野庁

ｒ

が

、

■

ｌ

Ⅱ 主 題

写真を通じて林業の発展なぢびに普及に寄与するもの。

題 材

森林の生態・動植物。林業における育苗・造林・保育・伐採・搬出・製材・製炭・木材工業・特殊林産・林道
・被害・山村の生活・風俗など。

区 分

第1部一枚写真黒白写真，四ツ切・

第2部組写真黒白写真，キャビネ全紙，1組15枚以内。

第5部スライド黒白またはカラー，55ミリ判，1組15～50コマ程度にまとめたもの。説明台本添付，テー
プも可。

応募短定

(1)応募資絡応募作品は自作に限る。応募者は職業写真家でないこと。応募作品は未発表のもの。
(2)応募点数制限しない。

(3)記載事項1部門別2．題名3．撮影者（住所・氏名・年令・職業）4．内容説明5．撮影場所
6．撮影年月日7．撮影データなど。

(4)〆切昭称艸1年2月末日（当日消印のものを含む）

(5)送付先東京都千代田区永田町1の17全国町村会館内全国林業改良普及協会第13回林業写真コンク
ール係。

(8)作品の帰属第1部・第2部の応募作品は返却しない。その印画の使用は主催者の自由とする。入選作品
の版権は主催者に属するものとし，必要に応じて，ネガの提出を求めることがある。

第3部作品は審査後返却する。主催者はこれを一般公開用スライドの原作として採用するこ
とがある。採用条件については応募者と協議の上決める。

審査員（順不同，敬称略）

山岳写真家塚本閤治腱林コンサルタントセンター社長八原昌元林野庁林政課長黒河内修
林野庁研究普及課長大矢寿日本写真家協会会員八木下弘全国林業改良普及協会専務理事
原忠平日本林業技術協会専務理事松原茂

入選者の決定と発表

審査は昭和41年3月中旬に行なう。発表は日本林業技術協会発行の「林業技伽，全国林業改良普及協会発行
の「林業新知識」または「現代林業」誌上。作品の公開は随時同誌上で行ない，適当な穣会に展覧会を開く。

賞

第1部特選1名農林大臣賞賞金10,000円〔注〕各部門とも入選者には副賞を

1席5名林野庁長官賞賞金5,000円贈呈する。同一者が同一部門

2席5名日本林業技術協会賞賞金3，000円で2点以上入選した場合，席

ろ席10名〃賞金2,000円位はつけるが，賞金・賞品は

佳作20名記念品高位の1点の承に脳呈する。

第2部特選1名農林大臣賞賞金30,000円
1席1名林野庁長官賞賞金10,000円

2席1名全国林業改良普及協会賞賞金5,000円
ろ席5名賞金3,000円

第5部特選1名農林大臣賞賞金30,000円
1席1名林野庁長官賞賞金15,000円

2席1名全国林業改良普及協会賞賞金10,000円

5席5名賞金5,000円

2

3

《霧
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4
I

5
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終了した｡、

午後は“入会林野整備の問題点"，

“林業の本質”をテーマに県庁正庁

ホールと営林局大会議室で開催さ

れ，今日わが国林政上の重点問題を

とらえたテーマであったので両会場

とも感銘深いものであった。このシ

ンポジュームは後日本誌に掲載され

ることになっているのでご期待願い

たい。

24日は高知大学文理学部教室で6

部会にわかれ約100編の研究発表会

が催された。

て羽場名古屋営林局長，田母神愛知

県農林部長，本会成松常務理事の挨

拶があり議事に移った。総会終了

後，11時から午後4時まで研究発表

が行なわれ，約150名の参会者を得

て盛会裡に無事終了した。

会務報告
一

◇第6回林業技術編集委員会

10月8日(金)，正午より本会新館

会議室で開催。

出席者：小田島，坂本,"11,中村

雨宮，大西，野口，中野，

湯本，石崎の各委員と本会

から，松原，橘谷，八木

沢，中元。

○関西ならびに四国支部連合会大会

10月23日高知市日農協会館大ホー

ルで，日本林学会関西支部と日林協

関西，四国両支部連合会の合同総会

が550名の会員参集下に挙行された。

大会は山崎大会長の挨拶にはじま

り，林野庁長官，日本林学会点長，

日林協理事長，高知県知聯，高知大

学を長の来賓祝辞に引続き関西支部

長安藤大阪営林局長，四国支部長楠

高知営林局長がそれぞれ譲長となり

日林協支部総会が円滑に進められ，

ついで日本林学会関西支部総会にう

つり終って橘結延寿氏の“土佐の林

政史”の特別講演があり合同大会は

支部動静
一 “

〉

○中部支部連合会大会

本会中部支部連合会総会ならびに

日本林学会中部支部総会が10月17日

名古屋市産業貿易館において行なわ

れた。

当日は午前9時30分に開会，本会

中部支部連合会総会に引続き林学会

中部支部総会が行なわれ，来賓とし

､」

■
ｐ
１
ｄ
ｊ
ｑ
４
■
可
Ⅱ

さて，本号は最近と承に多くなってきた航空機の林業

への利用，特にヘリコプタによる病虫害防除に焦点をあ

てて編集した。この方面の事業は今後ますます増加し，

効果も諸技術の向上によって一段と上がるようになるこ
とと思うが，直接，または間接に起こるであろう，薬剤

に含まれる毒物による自然への影響，そしてそれがわれ

われの生活にどうハネかえってくるかということも併せ

て究明して行かねばならぬと思う。アメリカでは先にカ

ーソン女史の著醤により農薬による自然の破壊が問題に

されたが購丘わが国でも「新しい恐怖」という本が出さ

れ薬害の恐しさを知らせている。（八木沢）

惨編集室から罫朝夕の冷気が身にし承るころとなってきた。秋には空気が澄んでく

るとよくいわれるが，東京ではこれは当てはまらないよ

うだ，気温が下がり冷んやりと肌に触れる爽やかさが，

空気を新鮮な澄んだもののように錯覚させるが，冷蔵庫

に密閉されていた空気が外に流れ出たのに触れた気持ち
よさと同じようなものだと思う。交通整理のお巡りさん

が酸素吸入をしながら交叉点に立つありさまの近頃で

は，秋の空気を胸一杯というわけにはいかないのであ

る。

街路樹も台風の影響で茶色くちぢれて，いつとはなし

に散ってしまったようだ。秋の情緒はもう味合うべくも

ないのかと，日もすっかり暮れた退勤時に街を歩くと夕

食の仕度に忙しい家公からサンマを焼く匂い，すき焼き
の匂いなどがただよってくる。この家はサンマか，と灯

のともった窓のあたりを承ると水蒸気でガラスがうっす

らとくもって家庭の温かさというものをしのばせるよう

に思える。やっぱり秋だな／とも思うが一方，今年は

サンマが不漁で一匹四・五十円するのでタイ（冷凍では

あるが）を食った方が安いと新聞に書いてあったつけ／

などとはなはだ不粋なことを考えたりする。まあ，物思

う秋ではあるようだ。

一
『

」

昭和40年11月10日発行

林業技術第284号

編集発行人松原茂

印刷所大日本印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地

砥綴（261）5281（代)～5

（浸替東京6“48希）
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測定の都度、親指で押すだ

けで各直経階の本数が盤上

にセットされる｡読み上げ、

復唱、記帳のいらない、1

人で毎調が出来る｡…･最新

式輪尺。
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ホームライトチエンソー
XL-AO･XL-660･XP-1000新発売／

切断力30％以上増加、最新自動給油装置付で
使い良さ倍増、軽量高性能のトップチェンソ
ーです。

刺喋経営合理化に絶対欠かせないホームライ

トチェンソーは、高い経済性と絶対の信頼性

で，相変らずチェンソー界のトップを独走し
ています。

●XL-12･C-51は引きつづき好評販売中。
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Ｆ

東京都品川区北品川6の35

電話（443)･5963．5964J
里店和光貿易株式会社易株日本総代王
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下
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高
性
能
で
故
障
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す
ぐ
な
い
》
と
定
評
の
§
》
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農

マ
ッ
カ
ラ
ー
製
品
で
す
が
虚
愈

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
っ
た
方
に
は

操
作
、
そ
の
他
の
細
か
い
点
で

い
ろ
い
ろ
、
ご
質
問
も
お
あ
り
と
存
じ
ま
す

マ
ッ
カ
ラ
ー
社
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
る
店
は

世
界
に
数
千
、
そ
し
て
日
本
に
も
数
百
の
特
約
店
が

み
な
さ
ま
の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

機
械
の
使
い
心
地
が
す
こ
し
お
か
し
い
：
．
…

も
う
そ
ろ
そ
ろ
、
分
解
掃
除
を
し
な
く
て
は
：
：
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ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
た
め
ら
わ
ず
に

お
近
く
の
マ
ッ
カ
ラ
ー
特
約
店
へ
声
を
か
け
て
下
さ
い

優
秀
な
技
術
員
が
、
親
切
に
ご
指
導
い
た
し
ま
す
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